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謝辞：「【正統】の成功ロジックのテキスト化」というアイデアが最初に浮かんだ
のは、2010年の夏頃のことだ。書きたいという思いに駆られたその時以来、たくさ
んの受講者・メールマガジンの読者が寄せてくれた感想・体験・その後の事業の状
況のレポートをもとに、今ようやく形にすることができた。

この初版は、すでに私との共通⾔語を保有してくれている⽅々へ向けて書いた。こ
なれていない部分は多々あるかと思うが、伝えたい真意を受け取ってもらえればう
れしい。

今後、版を重ね、より多く初⾒・⽩地の⼈たちに読まれる時には今よりも分かりや
すくはなるかもしれないが、この版ほどの⼒強さは無くなるはずだ。

特に正統の成功ロジックセミナーに参加してくれた受講⽣のみなさん、その後も継
続的にお付き合いを続け、実際にみなさんの変化を⾒せていただけたことを⼼より
感謝したい。

[ 本テキストの構成 ]

このテキストは６つの章に分けられている。

第 1 章では “ 編集 ” を通したビジネスへの考察、第 2 章では私が伝えたい “ 凡庸
さ ” への考察。第 3 章では、ビジネスの変化を経る時に押さえるべき “ 潜在意識 ”
について。第 4 章では、少ない努⼒で多くの成果を上げる視点と⽅法。第 5 章では、
“ 成⻑ ” についての理解。第 6 章では実際に私たちがビジネスに直⾯して何をして
いけばいいのか？ また、どんな理由で、このテキストを書くに⾄ったかを⾒るこ
とができる。
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は じ め に
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■これは誰のためのテキストか？

≪ 対象者 ≫

・事業を興して数年以上経過し、拡⼤・成⻑を志してきた経営者・事業主
・本業に飽き、隣の芝⽣が⻘く、第⼆創業を考えている、経営者・事業主
・上記 2 つの理由から⾊々試みているけど、今ひとつ確信が持てなく
何を指針に、何を拠りどころに、どこへ向かうべきかに迷い、
今向かっている⽅向に確信を持ちたい経営者・事業主

―誰のためのテキストではないか

≪ ⾮対象者 ≫

・企業体からのスピンアウト、最初から複数⼈で分業・委任・専⾨化に
よる成⻑が前提のベンチャービジネスや上場が⽬的の創業経営者

■経営者・事業主のこんな⼼象⾵景が⾒える。

社員やスタッフに対する⾵景

「起業・創業した時の⽅が儲かってたなぁ…なんだか⼈ばかり、やること
ばかり、管理することばかり増えた。でもこれが、成功への道で経営者・
事業主は皆通る道なんだろうなぁ、なんとかがんばろう。」

と、そんな⾵に⾃分を励ます姿が⾒える。

社員の給料を⽀払うために、社⻑であるあなたが稼いできていないだろう
か？ あなたはもっと売上や利益を増やしたくて、（売上・利益に貢献し
てくれると期待して）社員・スタッフを⼊れたはず。

なのに、いつのまにかあなたの「扶養家族」になってはいないだろうか？

ビジネス書やビジネス誌を読む勉強熱⼼なあなたは社員のモチベーション
を上げようとしたり社員のご機嫌取りをしてしまってはいないだろうか？

顧客に対する⾵景

「お客様に喜んでもらって役に⽴てば、どんどん儲かると思っていたのに、
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思うように利益は上がらない。サービスも⽌めたいけど、あそことの取引
を切られるのはこわいし…。」こんな⾏き詰まり感が伝わってくる。

起業したての頃は、⼀つの仕事を頂くだけでもうれしく、感謝し、⼀⽣懸
命「商品・サービス」を提供したのに、今ではその本業が苦痛になっては
いないだろうか？

いつまでこれが続くのか？ いつまでこの客の要求に応え続けなければな
らないのだろうか？ と、うんざりしているのではないだろうか？

「商品・サービス」に対する⾵景

「今⽇も明⽇もあさっても…。いや、⾃分で始めたことだし、⽌めるわけ
にはいかない。でも、なんか最近、⽬覚めが悪い…。」

こんな溜息交じりの声まで聞こえてくる。

⼤好きなことを始めたはずなのに、いつもいつも同じ疑問が頭を巡り、同
じ「商品・サービス」を提供することに飽きてしまっていないだろうか？
理由は分からないけれども、こんな毎⽇が未来永劫続くと思ってうんざり
してはいないだろうか？

同業者・ライバルに対する⾵景

「あの社⻑、俺と同じくらいの歳なのに…」

こんな胸のざわつきまでも感じられる。

同じような業歴・社歴なのに、⾃社に⽐べて⼤きく、社会からの評価が⾼
いライバル会社。メディアで取り上げられているのを⾒て、⾃分はこのま
ま取り残されるのではないだろうか？ と不安になったり、⾃社はまるで
評価されていないのでないか？ と不安になったことはないだろうか？

■さて、どうすればいいのだろう？

この不安、不満、得体の知れない焦燥感はどうすればいいのだろう？ 規
模を⼤きくすれば解決するのだろうか？ 売上を上げれば解決するのだろ
うか？ お⾦さえ⼿元に残れば解決するのだろうか？
⼀体、どこをどう改善？ どう修正？ していったらもっと⼼地よいビジ
ネスになるのだろうか？ 世の中の経営者はみな、⾃分よりももっと幸せ
なのだろうか？
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それとも、皆私のように苦悶しているのだろうか？ それとも、この苦悶
を抜け出した先にそこに楽園があるのだろうか？ その楽園を⼼の⽀えに
がんばっているのだろうか？

あなたには全部が当てはまるかもしれないし、⼀部だけが⾃分のことのよ
うに感じるかもしれない。

しかし、少しでも当てはまるのであれば、じっくりとこのテキストを読み
進めて欲しい。今感じている漠然とした「どうすればいいんだろう？」に
対する、「なんらかの回答」を得てもらえるだろう。

現状に焦らず、じっくりと読んでもらいたい。

■このテキストは何であり、何でないか

このテキストはレバレッジ・成⻑・拡⼤についてのテキストである。

（あなた・経営者）個別の問題である成⻑（あなたの価値観で今、考えて
いる成⻑）に関する課題・問題点を解決するようなノウハウ書ではない。

事業の「成⻑」を通してこれからの⽣き⽅を考える、ある種哲学書と思っ
て頂いた⽅が認識としては近いだろう。

どんな起業家であれ、これまでに⽣きてきた個々⼈の⼈⽣の中で様々な価
値観を擁してそれを⾃分のビジネスに投影し、営為を⾏っている。

哲学というと⼤仰のようだが、誰の⼼の内にも「起業哲学」「企業哲学」
「事業哲学」「経営哲学」はたしかにある。もちろんあなたにも、である。

ただ、それが表に明らかになっていない場合が多いだけである。⼈⽣をぼ
ぉ〜っと⽣きているならば、哲学（＝⽣活指針であり、判断指針）など明
らかにする必要はない。

もし、ひとつの宗教に⼊信し、その宗教の教えの通りに⽣きるというので
あれば、それは⾃分の哲学ではなく、⼈の作った哲学（＝⽣活指針であり、
判断指針）を盲信し、⼈の価値観で⽣きることであると私は考えている。

⼀⼈ひとり幸せへのアプローチは様々なので、宗教を拠りどころに⽣きる
のもよし、だ。しかし、⾃分は何を⼤事にし、何を希求して⽣きるのか？
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それを問い始めれば、⼀つの宗教を盲信するのではなく、⾃分の宗教（ま
たは⽣活指針・判断指針である哲学）を作る必要がある。

起業・事業も同じで、ビジネスを通して幸せになる⽅法は⾊々あり、誰か
他の⼈が組み⽴てた「成功法則・成功哲学」を盲信して幸せになる⽅法も
あれば、⾃分の価値観に合わせた事業哲学をはっきりとさせて、それに従
って取り組む⽣き⽅もある。

誰かが作った宗教の教えに従った⽅が⽣き⽅としては簡単である。⾃分の
価値観を追求して、それに基づいた⾃分の宗教を作るなど、容易なことで
はない。

同様に、誰かが作った事業哲学に従ったいき⽅は簡単だ。⾃分の価値観を
追求してそれに基づいた⾃分の事業哲学を作ることは、容易ではない。

縁があり、このテキストを⼿に取ってくれたあなたに、私はその簡単では
ない道をお勧めする。（あとで理解されるであろうことだが、実はこの⽅
が⼈⽣やビジネスがより簡単に、よりシンプルになる。）

どんな経緯で独⽴したかは⼈それぞれだが、⼈⼝構成に対して少数派の
「経営者・事業主」という道を歩んでいるのだから、より精神的に、事業
的に、⼈⽣的に⾼みを歩んだ⽅がいいのではないか？ というのが私の考
えだ。

誰かが作った・布教した価値観に惑わされずに、また「洗脳」ですらある
成功像に惑わされないで欲しい。あなたが⽣まれ、あなたがこの時代に
「今」その事業を営んでいる「証し」となるような哲学を持って、事業・
経営にあたったらどうだろう？ というのが、私がこのテキストを通じて
⼀貫して伝えようとする背⾻になる。

■あなたの宗教、あなたの哲学を作る

あなたの宗教、あなたの哲学を作るのだ。

あなたの中にある混沌としている感情を外に抽出し、⾔語化し、体系化す
る。それを現場で活⽤してみて、淘汰させながら、それでも残る⼤切なモ
ノだけで作り上げる「あなた教、あなた哲学」を作り上げるのだから、そ
の作業は容易ではないし、簡単なノウハウなどはない。
このテキストを読み終わった後はすっきりするよりも、むしろ強烈なモヤ
モヤ感を感じることになるかもしれない。それを私は歓迎するし、そうな
ることを期待して書いている。
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なぜならば、すっきりと分かるものなど、すでに誰かがあらかじめ⽂字に
して体系化しているモノなのだから、それはあなた教でもあなた哲学でも
ない。

その意味では、この【正統】テキストこそがあなたから⾒た他⼈（⻄⽥）
が作った価値体系なので、あなたは価値発⾒の道具としてのみ役⽴てるよ
うに気をつけて欲しい。

【正統】の論理体系通りの道を歩むということは、単に他⼈の価値体系に
⾜場を移すに過ぎないからである。

では、あなたの価値体系を創造する作業と思考の整理に⼊っていこう。



【正統】の成功ロジック テキスト

Copyright (c) 2003-2012 support-pro & Mitsuhiro NISHIDA All rights reserved. 12

■参照軸を確⽴させる

話は変わるが、私はワインを覚えるために、ボルドーだけを徹底的に飲ん
だ。そうであるものと、そうでないモノがはっきりと⾒分けられるように
なるまで、 1 つの軸を作ることが近道と考えたからだ。あれもこれも試し、
⾆の上にのせて記憶を整理するもひとつの⽅法ではあるが、その⽅法を私
は好まない。

まずは 1 つの軸を確⽴して、いつも参照すること。それが新しいことを始
める段階では有効だと考えている。それと同様に、このテキストで貫く 1
つの軸を「参照軸」としてあなたの価値観、情報、感情、できごとを整理
していって欲しい。

【正統】の参照軸「レバレッジ」

このテキストで貫く参照軸は「レバレッジ」である。

レバレッジとは「テコ」。レバッレジシンキングとかレバレッジをかける、
レバレッジが効く・効かないなど。バズワードの中ではかなり浸透してい
るこの⾔葉を通してあなたのビジネスを⾒ていこう。

レバレッジとは・・・ - Wikipedia

「経済活動において、他⼈資本を使うことで、⾃⼰資本に対する利益率を
⾼めること、または、その⾼まる倍率。」

図にある通り、左にプラスがあれば× 100 のレバレッジをかけると＋ 100
になる。もちろんマイナスに× 100 のレバレッジをかければ－ 100 になる。
ゼロに× 100 のレバレッジを掛けてもゼロのままである。
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はて、私たちは本当に適切なレバレッジをかけているのだろうか？ そも
そも、そのレバレッジはかけてもいいレバレッジなのだろうか？
レバレッジを活⽤するには、本質を理解する必要がある。

⾃問してみて欲しい。⾃分がかけているレバレッジはプラスにかかってい
るか？ また、それはかけるべきものか？ まさかマイナスになどかけて
いないか？ もしくはゼロにレバレッジをかけていないか？

もしくは、（⼀般的に）こんな⾵に思わないだろうか？ 「そもそもレバ
レッジは資本がどうのこうのって⾔うが、別に誰からも出資を受けていな
いし、上場もしていないし、これからもしないし、ということはレバレッ
ジなんてかけていないよ」と。

結論を⾔えば以下はすべてレバレッジだ。あなたもこんなことをしていな
いだろうか？

・事務所を新しく借りる
・⼈を増やす
・⽣産設備を増強する
・配送システムを増強する
・ジョイントベンチャーを組む
・広告を打つ
・広報をかける
・それらを借⾦でまかなう

これらはレバレッジだ、とまず知って欲しい。すべてレバッレジなのだ。

例えば、税理⼠が⾃分の⼿に余って受験中ひよこ税理⼠を雇う。⼿狭にな
って事務所を借りる。その分に必要な売上は増えるが、さらに処理システ
ムに投資する。そのためもっと仕事を受注するために、広告・広報をする。

こんな⾵景はどこにでも転がっている。しかし、それがすべてレバレッジ
だということをまずは頭にたたき込んで欲しい。

そして、レバレッジはプラス 1 以上の掛けられるべき何かがある時にこそ
プラスとなり、求めた結果を得られる。ただし、プラスで無い限りは得た
くない結果と徒労を得るということも、合わせて覚えておいて欲しい。

数年・数期事業を続けていれば、前述したようなレバレッジを⼀切やって
いないなどということはないと思う。このテキストは、読み⼿のあなたも
必ずやっているという前提で話を進める。
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■基準と取り組みの因果関係

例えば、これから筋トレを取り⼊れて⾁体改造をしようと思っている⼈が
いるとする。その⼈が⾃分の状態をどう⾒るのかによってこれからの筋ト
レ計画が変わるという点を取り上げ、基準と取り組みの因果関係を⾒たい。

今の⾃分を、年齢・体型からみたらまぁまぁよく維持している⽅だという
⾒⽅。まったくダメダメである、これでは 5 年後の⾃分の体⼒とか体型維
持が⼼配だという⾒⽅もある。

どちらで⾒ようと本⼈の⾃由だが、それによってトレーニングプログラム
の⽅向性を左右するであろうことは予想がつくと思う。事業も⼀緒で、今
をどう認識するか？ によってこれからの取り組みは変わってくる。

このテキストでは常に、現状はダメダメであると⾒る。そうすることによ
って多くの⼈が到達し得ない⾼みに到達できるのではないか？（できない
かもしれないが少なくても⽬指し続けられる）と考える。

「⼀⼈あたり付加価値利益」の使⽤

このテキストおよび【正統】で⼀貫して使う数字があるので、ここで覚え
てしまって欲しい。

付加価値利益（≒粗利・売上総利益）÷常勤スタッフ（アルバイト含む）

以後断りがない場合、⼀⼈あたり付加価値利益を＠と表記する。この＠は、
トレーニングプログラムで⾔えば、ＢＭＩとか体脂肪率とかにあたる。絶
対の基準ではないが、これが⾼いか低いか？ を状態の変化として観察し
続けられる指標として、今覚えてしまって欲しい。

粗利をスタッフ数で割るのであるから、スタッフ数が少ない⽅が数値は⾼
い。⽣産設備を増強して、販売数量が増えれば、売上も上がり、⽣産のス
ケールメリットも享受して、原価率が下がる。

同じスタッフ数で⽣産していれば＠は向上・改善するが、⽣産設備増強の
時に⼈も増やすことがないだろうか？ そうなれば＠は悪化・改悪となる。

また、広告を打ったら競争市場でライバルにも商品が知れ渡ることになる。
そうなれば、遅かれ早かれ価格競争・サービス競争に巻き込まれ、単価の
引き下げに追い込まれることになりがちで、これも＠は悪化・改悪となる。
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■あなたは負けている

ここで、⾃分の現状を「どう⾒るか」を整理する。より厳しく⾒ることに
よって、トレーニングプログラムにも影響が出るとしたら、あなたは⾃分
をどう⾒るか？

私がコンサルティングの際に取るスタンスは「負けているという前提でス
タートしましょう」である。我が社が勝っている、なかなかいいと思って
いれば気がゆるむ。状況の改善・着⼿が⼀歩・⼆歩出遅れやすいからだ。

より⾼いレベルを⽬指す【正統】ユーザーであるあなたでもよりレベルの
⾼い事業家に⽐べたら「負けている」ということをまず受け⼊れて欲しい。

どのくらい負けているか？

では、どのくらい負けているのか？ ＠はいくらになっただろうか？

◆1000万以下なら、ぼろ負け、惨敗、⽬も当てられない。
◆1000〜1500万なら、あなたは今後も競争市場で疲弊し続けた末
現状維持か、ぼろ負けに転落する恐れがある。

◆1500万以上なら、勝ちの芽が出てきたと⾒る。
◆数年にわたって2500万を越えてこそ、勝っていると⾔える。

あなたは⾃分の現状を⾒て、年齢の割になかなかのスタイルと思って、ほ
どよい間⾷を楽しむか？ これでは最良のスタイルと⾔えない、と感じて
おやつを取らなくするか？

【正統】は後者のスタンスで⾒るので、今やっているレバレッジはすべて
即刻やめるべきだと断⾔する。つまり、⼈を雇っているのなら解雇かもし
れないし、事務所を借りているのなら撤退かもしれない。

広告を出しているのなら⼀切ストップかもしれない。ＪＶ（ジョイントベ
ンチャー / 共同事業）をしているのならそれもストップかもしれない。す
べて、あなたのマイナスを拡⼤するテコにしかならないからだ。

様々な障害や弊害があることは分かっている。⼈のビジネスが絡む問題、
関係者がいる問題、契約のある問題、ほとんどの問題に私も同じように直
⾯してきたから、「今すぐ」⽌められないことは承知している。
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だが、そういう状態なんだという認識だけでも「今すぐ」持って欲しい。
そうしないと早晩、あなたのビジネスはもっと負けていく。もっと疲弊し
ていくことが⽬に⾒えているからだ。

もちろん、トレーニングプログラムの選択が⾃由だと述べたように、あな
たがもう少しゆるい基準を適⽤することもあなたの⾃由だ。

テキストの出⼝

さて、あなたが負けていることを理解したところで、このテキストの出⼝
についてお話ししなければならない。

このテキストを⼀読・精読・実践することによって、あなたの＠はプラス
になり、あなたにはレバレッジをかける選択権が⽣まれる。

このテキストを通して改善した＠がプラスになったら、⾃信をもってレバ
レッジをかけて欲しい。そして選択権があるということは、あなたにはレ
バレッジをかけずにその状態を維持するという選択肢もある。

負けているのにレバレッジをかけてしまうと、その状態を維持するという
選択権は無くなる。なぜなら、市場は負けているビジネスに優しくなく、
容赦なく「もっともっと」を要求するからである。

さぁ、準備ができたら【正統】トレーニングプログラムの始まりである。
あえて⾃分を負けていると認識してトレーニングで追い込んでいく、そん
なストイックでマッチョなプロセスへ進んで欲しい。

補⾜をしておくと、トレーニングプログラムの内容を左右する要素として
もう⼀つ「⽬指す⾼さ」がある。つまり、最終的にどんな体型になりたい
かを⾒据えておく必要があるということだ。

事業においての「⽬指す⾼さ」にも様々なモノサシ（基準）がある。この
テキストの基準であり、【正統】の「⽬指す⾼さ」の基準について知りた
い場合は先に第 5 章から読み、第 1 章、 2 章と進むことをお勧めする。
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第 1章 ： 編 集

この章で扱う 2 つの重要なこと

＊あなた⾃⾝の内なる価値観、培ってきた⼈⽣観
＊「外との関係」における価値観
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あなたが受け取っているものとは

経営者・事業主は皆、いつかどこかで⾒た、⾃分の知っている「ある成功
者」を⾃分の成功像に据えて事業を始める。それはあなたのことだけを⾔
っているのではなく、もちろん私も同じだったから断⾔できることだ。

そして、起業当時は右も左も分からないからガムシャラに受注し、仕事を
こなし、お⾦を頂き、それを成果として積み上げていくことでしか⽣きる
道はなかった。

当然それでいいし、それをしてきたからこそ、今、こんなけったいなテキ
ストを読むだけの余裕をあなたは持っているのだと⾔える。

このような「哲学」作りに取り組めるのは、それだけで選ばれた⼈だと⾔
えるのでここからの取り組みは⾃信を持って⾏って欲しい。多くの⼈はこ
こまで到達せずに⼈様の宗教・⼈様の事業哲学の中で⽣き続けて、⼀⽣を
終えていくのだから。

編集とは

では、本題に⼊ろう。この章で取り組むことは「編集」と呼ばれる作業で
ある。そう「編集」「え？編集？」「あの映画とかの編集？」そう、その
編集である。世の中あまねくすべて編集されていると⾔っても良い。まず
はそのことを確認しよう。

試しに、こう質問する。「昨⽇はどんな⼀⽇だった？」

あなたは、朝からいいことがあったよ、とか最悪の⼀⽇だったよとか、仕
事がこううまくいったとか、プライベートでこんなことがあってね、とま
ぁ 1 ・ 2 分程度で説明するだろう。場合によっては30秒ほどかもしれない。

ではさらに質問するが、あなたの24時間のうち、23時間58分はどこにいっ
てしまったのだろう？ あなたはあなたの価値観で、または、その対⼈関
係で⾔うべきこと、⾔っては良くないこと、適切ではないこと、どう⾒ら
れたいか？ どう⾒られたくないかなどの様々なフィルターを通して「編
集」した情報を出⼒している。

この「どんな⼀⽇」の話が、もしもビジネスでの成功譚であれば、聞き⼿
はあなたをビジネスの成功者と⾒るだろうし、プライベートのだらしない
点を強調すればだらしない⼈と⾒るであろう。



【正統】の成功ロジック テキスト

Copyright (c) 2003-2012 support-pro & Mitsuhiro NISHIDA All rights reserved. 19

「あなたが編集した情報」に基づいてしか受け⼿は受け取れない。

制限と意図がある

では、その「編集」はなぜ起こっただろうか？ まず、24時間分を全部説
明するなんて時間的制約・制限があるし、そもそもあなたが伝えるに値し
ないと思ったことは話題の選択肢にすらあがってこないだろう。

頭の中で昨⽇⼀⽇のできごとを編集し、発信したのだ。聞き⼿は、この
「制限と意図が加えられた情報」でしかあなたを判断することはできなか
った。

では、雑誌はどうだろう？ 時間的制約と同じように⽂字制限が無いだろ
うか？ 執筆者が良いと思って書いたことでも、デスクや最終責任者、出
版社の意図・意向によって伝えるに値しないと判断された情報は、あなた
に届くことはないはずだ。

雑誌よりも編集度の⾼い著作・書籍もしかり、発⾏頻度の⾼い新聞でもテ
レビでもどんなメディアでも同じく制限と意図がある。

つまり、「⼀個⼈」のみでなく「公共性」があると思われているメディア
まで、あまねくすべて、誰かの何かの価値観で編集されて発信されている
のである。

編集基準となった価値観を了解しているか？

考えてみて欲しい、あなたが情報を得る時のことを。あなたはその「編集
基準となった価値観」（⼀個⼈やメディアなどの編集意図）を了解してい
るのだろうか？ 了解の上で、その価値観の元に編集された情報を受け取
って、あなたの価値観としたのだろうか？

価値観はメディアだけにあるものではない。⽣まれ育った地⽅社会の価値
観・親の価値観・学校の価値観・⼊った会社の価値観・社会の価値観など
私たちが受け取ることのできる「⾔葉になっていること」「出⼒されてい
ること」は、すべて制限と意図によって編集されていたものである。

例えば、⼊社した会社で、電話には 3 回以内に出る！ と決まっていたと
する。それは、お客様や関係会社を⼤事にする、かけてきてくださった電
話で待たせない、という社⻑の価値観からそう決められたのかもしれない。
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私などは、電話は働いている時間（特に集中している時間）の闖⼊者であ
り邪魔者ですらあるという価値観を持っている。⽤事ならメールで連絡し
てくれと思っているので、電話番号は HP にさえ記載していない。

あなたが前の会社から私の会社に転職してきたとしよう。従業員としては、
そこのやり⽅にはまず従うのが筋だから、真反対のやり⽅でも従うだろう。

しかし、その後、あなたが独⽴したら、どちらの価値観に基づいてルール
を決めるのだろう？ どちらが良い悪いという話ではない。世の中には、
こんな⾵に唯⼀ではないやり⽅・考え⽅・価値観がたくさんある。

そして、⼈にも⾊々タイプがあるのだから、この電話の例でも、前者がし
っくり来る⼈もいれば、後者がしっくり来る⼈もいる。無論、どちらが正
しいか？ の話などではない。

もしかしたら、そんなことは知っていると訝っているかもしれない。こん
な些末な例だからそう思われたのかもしれない。

あなたは、あなたにとってより適切な、あなたにとって⼼地良い価値観を
しっかりと選択し直したのか？ ということこそが問題だ。
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【正統】で編集と呼ぶモノ

あなたは、あなたにとってより適切な、あなたにとって⼼地良い価値観を
しっかりと選択し直したのか？

これをこの【正統】では “ 編集する ” と呼んでいる。

私たちは、⾃⾝の中にへばりついている、⾃分の意図で編集したわけでは
ない「他⼈が編集した価値観」を「私の価値観」と思いこんでいる（この
考え⽅は、今はまだ気づけないかもしれないので読み流して欲しい）。

このテキストでは⼀貫して、私たちは頭のてっぺんから⽖先まで、⾎の⼀
滴まで誰かの何かの価値観で編集されてできているという⾒⽅を取る。

これは、純粋に私たち⾃⾝の内側から⽣まれてきた価値観などない、と前
提するくらいでちょうど良いくらいだ、と考えてもらいたいためだ。

すでに誰かの編集が施されているあなたの価値観。それを⼀度部品にばら
し、再選択し、本当に「私の価値観」として採択して編集し直すならば、
それに基づいて再構築したビジネスは⼼地良く営めるだろう（儲かるかど
うかは別の問題であるので、別の章で話す）。

すべての章の理論と演習、⽇常の取り組みが「編集」にあたる。あなたは
あなた⾃⾝の編集⻑になるのだ。あなたの問題に取り組む前に編集⻑であ
れば⾃然に、意図的にできることを確認しておこう。ここで３分間の演習
に取り組んで欲しい。次の単元を読み進めずに、必ずやってもらいたい。
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☆ - 演習 - ４枚の絵

①②③④で〜〜が× ×するストーリー、②①③④で〜〜が× ×するストー
リー、と⾔う程度の雑記でかまわない。次の⽩紙欄に書いてみよう。
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〈演習メモ〉

例）①②③④で〜〜が× ×するストーリー

では、ここで改めて本線に戻ろう。次のページからの解説を読んでみて、
⾃分の作ったストーリーと⽐べて考えてみよう。
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解答 Aも Bも必ず読む。そして次に進む。
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解答 Cも必ず読む。そして次に進む。
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解答 D・ Eも必ず読む。その上で・・・

編集と感情と価値観

⾃分の解答と解答例読み⽐べ考えてみただろうか？

たった 4 枚の絵でこんなにもストーリーが⽣まれる。私たちは映画のプロ
モーションビデオを⾒慣れているので特に驚きは無いかもしれないが、こ
れには驚かねばならない。 4 枚の絵に意味はない。

もう⼀度⾔う。

4 枚の絵に意味はない。



【正統】の成功ロジック テキスト

Copyright (c) 2003-2012 support-pro & Mitsuhiro NISHIDA All rights reserved. 27

4 枚の絵は単なる客観情報だ。それをあなたがしたように、意図をもって
並べ替えることによって、受け⼿にはそのストーリーが届く、そしてそう
理解される。裏返せば、あなたが受け取っているすべてのストーリーは誰
かの意図だと⾔うことにもうお気づきだろうか？

もうひとつ、これも肝⼼なことだから押さえておこう。あなたが映画のプ
ロデューサーだとすると、あなたが採択しなかった他のすべてのストーリ
ーは誰にも伝わらないのである。

感情は、客観的な情報では刺激されないが、並べ替えてストーリーにする
ことで刺激される。感情を刺激した情報はあなたの価値観に⼊り込む。

解答 Bはしつこいサムライの性格を表現した。では「サムライの絵」はし
つこいのか？ この 1 枚のこれだけでは本当かどうかすら分からないのに、
「しつこいように編集したサムライ」は受け⼿からしたら「しつこい」と
伝わる。

誇張すれば「イヤだな」とまで感じるのだ。しかし仮に仇討ちの場⾯で使
えば？ サムライに感情移⼊してしまうことさえもある。仇討ちを正当化
したい映画だったら、そういう⾵に編集もできるだろう。

そしてあなたには仇討ち（良いことではないにしても）の⼼情が理解でき
る、仇討ちがあってもいい、、かも、、、という価値観が⼊る。

はて、その場合、あなたは仇討ちというものを調べ⾃分の⼈⽣に照合して
仇討ちに対しての価値判断をしたのだろうか？

「私の価値観」は本当にあなたの「私の価値観」か？

「私の価値観」は本当にあなたの「私の価値観」なのだろうか？ 誰かが
組み上げたストーリーに感情が動いた時から、あなたの価値観として体内
に取り⼊れたものがほとんどではないだろうか？ 事実、⼈間が⽣来持っ
ている価値観など圧倒的に少ない。

この演習で 4 枚の「意味のない絵」に意味をつけてあなたに届けたのは誰
なのだろうか？ それはどんな意図だったのだろうか？

「意味のない絵」を編集者がこう感じて欲しいと意図して組み合わげた、
感情が付着したストーリーには、編集者の意図しかない。つまり、そこに
あなたの価値観を⾒つけることはできない。
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ストーリー作りを逆回しする

仮に、ある⽇、ある価値観が⾃分の価値観ではないと気づけたら、どうし
たらいいのだろう？（例えば先ほどの電話でもいい。）何度も⾔うが、ス
トーリーのままであれば、それは⼈や団体、組織がある意図を持って発信
した価値観に過ぎない。

あなたの価値観を発⾒・再選択するためには演習でやってもらったストー
リー作りを逆回しするのだ。

１．⼊ってきたストーリー（情報・価値観）を、バラバラにする。
２．４枚のただの絵として⾒る。

単なる客観的な事実にしてしまうのである
※はじめに、で伝えた「再選択」とはこのことを指す。

３．編集者の意図（誰かの価値観）がどんなものだったか想像する
４．なるほど、だから⾃分に⼊り込んだのか、と確認する。
５．今、⾃分ならそのできごとにどう意味をつけるか考える。

しかし、ストーリーをばらし・・・と⾔われても、何から⼿をつけたらい
いのか皆⽬⾒当がつかないはずだ。まずは⼀つ例を⾒てみよう。

電話の例で置き換えてみよう。

演習はたった４枚の絵でやってもらったが、これと同じ⼿法が私たちの価
値観編集にそのまま応⽤できる。

電話がかかってくる、無視する、ベル⾳に嫌悪感を感じる

「あれ、なんで電話に出ないようにするんだろう？いつからだろう？」

１．電話、仕事、集中⼒、かかってくる電話の内容、電話の体験
２．ただのできごととして⾒る。
３．誰か、起業家の話で、集中⼒が切れるともったいないって聞いた
４．集中⼒がなくて、仕事の成果の上がらないときに聞いて、なるほど

だから⾃分はダメなんだ、電話にせよ、集中する環境を作ってない
５．いつでも集中できるし、まぁ別にいいんじゃない。

今度はあなた⾃⾝がストーリーを意図的に組み上げて発信することができ
る。あなたの意図で組み上げたそのストーリーこそが、あなたの価値観な
のである。
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そのためには価値観を作ったであろう感情と対峙し、感情とストーリーを
切り離し、単なる客観情報にしてしまい、⾃分の意図で編集し直すのだ。

⾃分の⼈⽣にもビジネス価値観にもたくさんのストーリーが付着している。
それをばらしていく。

この後の 2 章・ 3 章・ 4 章で順番にあなたの価値観を再編集する作業に⼊
るので楽しみにしておいて欲しい。

再編集の旅がはじまる

それでは、再編集の旅の簡単な案内をしよう。ポイントは 2 つある。

ひとつはあなた⾃⾝の内なる価値観、培ってきた⼈⽣観。あなたは、何に
快を感じるのか？ 何を求めて⼈⽣を送っているのか？ どういう⼈⽣を
送りたいのか？ 何に飽きて、何は飽きないのか？ 何を⼤事にして何は
どうでもいいのか？

もうひとつは、あなたや私が含まれている環境に照らし合わせての「外と
の関係」における価値観。

旅の道案内

これから第 2 章では、ビジネスの価値観、第 3 章では潜在意識と感情のパ
ターン、第 4 章では⽣活・仕事などを含む⼈⽣パターンすべての価値観に
おいて再編集をしていく。

あなたの再編集の旅はこれから始まるが、これには終わりがないことは先
に伝えておこう。⼀⽣が再編集の旅だと⾔える。ある⼈にとっては、苦悶
の旅かもしれないし、愉悦の旅かもしれない。

いずれにしても、「⼈が作った宗教」「⼈が作った起業哲学」を盲信する
⼈⽣ではなくなることだけは確かだ。どんな価値観で処していこうか。

わかりやすい側⾯としては好況時の価値観と不況時の価値観は違うはずだ。
私たちは、これからもビジネスをし続けて⽣きていく。どんな（ビジネ
ス）価値観で処していくのか？ これは時代変化とも関係する。

バブル以前や⾼度成⻑期と環境が違うのは⾃明だが、そういう時代背景や
⾃分の年齢、30代・40代なのか、50代なのかで残りのビジネス設計が違っ
てくる。
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また、20年前とはビジネスインフラも違う。⽬指す事業サイズひとつとっ
ても、昔は集まった⽅が効率的だった（＝雇⽤）が、今は必ずしもそうで
はない（＝⾮雇⽤）。

ならば、雇⽤形態をどうやって⼈と仕事をするのか？事務所はどうするの
か？ 個⼈事業主でいくのか法⼈にするのか？ 価値観は⼈それぞれ違う。

どんな選択（意識的・無意識ともに）をしようとも、分かれ道で何を選ぶ
のか、決めるのかは常に価値観次第だ。

あなたも私も誰もが、今持っている価値観の由来は所属していた組織かも
しれないし、書籍・メディアからかもしれない。親かもしれない、学校か
もしれない、恩師かもしれない。

いずれにせよ、過去に接してきたものの中にあった価値観に他ならない。
それらはすべて「⾃分以外の誰かの価値観」だと⾔える。

なぜなら今あなたが持っている価値観が、私が提案したような分解、再選
択というプロセスを経て「あなた⾃⾝が選び取って」確⽴したものではな
いからである。

あなたの価値観を全部洗い直さないといけないか？。そんな⼤変なこと、
やってられない ・・・。 そんなに暇じゃない。そこまでやるのは。

そう感じた、思ったのではないだろうか？
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重要な 2割

本来なら今持っているすべての価値観を洗い直すことが必要だ。しかし、
私は、どんなことにも当てはまる「にはちの法則」に依ってたつことで
「重要な 2 割を洗い直すことが 8 割への影響をもつ」と考える。

このテキストではその 2 割の価値観を洗い直す様々な考え⽅と⽅法を演習
でまとめた。

「重要な 2 割の価値観」を洗い出すための思考ツールが以下の３冊で⼿に
⼊る。以下の３冊を底本とするので、⼀読してもらった⽅がこのテキスト
の理解がより深まる。⼿元に置いておくことをお勧めする。

・ビジョナリーカンパニー 2222 ---- ⾶躍の法則
（ジェームズ・ C・コリンズ （著） / ⽇経 BP 社）

・「振り⼦の法則」リアリティ・トランサーフィン
（ヴァジム・ゼランド（著） / 徳間書店）

・楽して、儲けて、楽しむ 80808080 対 20202020 の法則
（リチャード・コッチ（著） / 阪急コミュニケーションズ）

※この【正統】テキストは私の著作であるが、多くの考えで上記３冊に助
けを借りている、著書の考えを私が代弁している箇所は字体を明朝体とし、
以降、テキスト内で既出の概念は通常書体で記してある。

なぜこの（⻄洋の）３冊なのか？

「⽇本⼈としての成功」の体系がないのか？ できないのかと私は希求し
続けてきた。⽇本⼈は良く悪くも外の物を体内に取り⼊れ、同化できるも
のは同化し、同化しないものはうまい具合に体外に吐き出してきた。

漢字を輸⼊しながら完全に漢語圏にならず、英語を取り⼊れソファやリビ
ングを取り⼊れても、いまだに靴を脱いで家に上がっている。

「【正統】の成功ロジック」は、⻄洋・⻄欧的な物事の捉え⽅で⾃分を⾒
つめ直す。洋の「⻄」の理屈で煎じ詰めていく⽅法だ。『ビジョナリーカ
ンパニー２』では「成⻑のためにすること・しないこと」で排す。

『振り⼦の法則』『 80/20way』で⾃分以外のこだわりを排して、まだ残る
何か。それが「⽇本⼈」としての「あなたという⽅法」だ。そのために効
果抜群の⻄洋らしい３冊を【正統】セミナー１期以来使い続けている。
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読書について

ここは重要なので、何度も読み直してしっかりと理解することをお勧めす
る。価値観を洗い直すと⾔いながら著作物という「誰かの価値観」に⼒を
借りることについて⼀⾔触れておきたい。ショウペンハウエルの『読書に
ついて（岩波⽂庫）』という著書の中の⾔葉を引⽤する。

「 自 ら 思索す る こ と と 読書 と では精神に及ぼす影響において信 じ がたいほ

ど大 き なひ ら き があ る 。」

から始まり、読書の危険性について述べている。今回３冊の本を取り上げ
たが、これらを「読書」してはいけない。なぜなら、

「 読書は精神に思想を押 し つけ る 」 からだ。

今回取り扱っている３冊の本のうち、２冊は個⼈の意⾒・思想よりも調
査・研究による法則性が強いもの。あとの 1 冊はもともと量⼦⼒学という
法則性の探求の学問をベースにしたものである。この３冊は読書するので
はなく思索のツールと利⽤するべきものだ。

「 つ ま り 自分の思想 と い う も のを所有 し た く なければ 、 その も っ と も 安全

確実な道は暇を見つけ し だい 、 ただちに本を てにす る こ と であ る 。」

つまり、編集（あなたの価値観を⼿に⼊れる作業）が⾯倒なら「読書」を
して、それを鵜呑みにすれば安全・確実な道がそこに⾒出すことができる。

「 読書は思索の代用品にすぎない 。 他人に思索誘導の務めを ゆだね る 」

今まで、誰かのおまかせ、にしていなかっただろうか？

「 読書は言っ てみれば自分の頭ではな く 、 他人の頭で考え る こ と であ る 。

絶えず読書を続けていけば 。 仮借す る こ と な く 他人の思想が我々の頭脳に

流れ込んで く る 。」

「 我々が 、 真の意味で充分に理解す る の も 自分の思想だけであ る 。 書物か

ら 読み と っ た他人の思想は 、 他人の食べ残 し 、 他人の脱ぎ捨てた古着に過

ぎ ない 。」

私は⾷べ残しも古着も嫌だから⾃分で考える。さて、あなたはどうする？
もちろん、このテキスト⾃体「読書」してはいけない！
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この章とレバレッジの関係

レバレッジはプラス 1 以上の掛けられるべき何かがある時にこそ、プラス
となって求めた結果を得られる。

この第 1 章 編集の話だけではまださっぱりわからないと思う。紹介した
３冊の本がこの【正統】テキストの中で様々な箇所で通底する。

そして、各章での解説や演習に取り組むうちに全部がつながり、あなた⾃
⾝の編集になっていることに気がつくことと思う。時にはビジネスシーン、
時にはプライベート、時には商品開発、時には仕事の仕⽅、効率化、時に
は起こりがちなトラブル ・・・。

このテキストの解説を理解し、演習を終えた頃には、すべてがつながって
いること、そしてその壮⼤さに気がつくだろう。

しかし、都度のワークや考え⽅の理解、消化の時には、象のしっぽを触っ
ているのにまるで細⻑い⽣き物？と感じたり、⽿をさわってはでっかいマ
ント？と勘違いしてしまうような感覚に陥り、なかなか全体像が⾒えない
かもしれない。

しかし、必ず、⾃分が触っていたものの全体像を認識し、象を⾒つけ出す
ことができるので、じっくり取り組んでみて欲しい。

そうすることで、間違いなく事業は効率化され、気持ち良くなり、情熱が
湧き続けるので、否応にも＠が上がってしまう。その時こそレバレッジを
かけるべき時だ。
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第 2章 ： ビ ジ ョ ナ リ ー カ ン パ ニ ー

この章で扱う 2 つの重要なこと

＊凡庸 よ り も 偉大を目指す

＊最高になれ る 部分を理解す る
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『ビジョナリーカンパニー2』

この章では、ビジネスに向き合う際に起こる葛藤や⽭盾、⽅向性などを含
めた価値観、このテキストのテーマであるレバレッジについて考えていく。

底本の『ビジョナリーカンパニー 2 』を元に話を進めていくので、あなた
も⼿元にこの本を⼀冊置いておくことをお勧めする。

この本の原題は『 GOOD TO GREAT』で「偉⼤」をテーマに扱った本であ
る。１冊 360 ページ「偉⼤」ついて考えている。「偉⼤」だ。

私たちのようなビジネス界において最弱者である⼩企業経営者は⾃分が凡
夫であることは重々承知しているので、スティーブ・ジョブス (Apple社創
業者／2011没 ) になろうなどとは思わない。

私は、コース・コンサルティングを通して数々の経営者・起業家と出会っ
てきたから⾔えることだが、多くの経営者・事業家は偉⼤な経営者になろ
うなどとは露ほども思っていない（と断⾔しているが違う場合は勘弁）。

ゆえに⽇々の経営のベースは、凡庸をよしとして凡庸な事業の中でも、ま
ぁ良い事業にできないか？ と考えているのがほとんどだと思う。

どうだろうか？

なぜ偉⼤ではなく凡庸より少し良いくらいを⽬指すのか？ 少し良いとこ
ろを⽬指しているにもかかわらず、毎⽇の経営が少しばかり厳しかったり
⼤変だったりするのはなぜか？

だとすれば、「⽐例的」に考えれば「少し良い」を⽬指していてさえこん
なに⼤変なのに、「偉⼤」を⽬指すなどあり得ない。もっと⼤変なことが
起こる、と直感的に避けているのであろう（多分あっていると思う）。

ビジョナリーカンパニー 2 という本の中で著者がお薦めしていること・課
題設定はたくさんあるが、私がこのテキストで取り上げたいのは、

＊凡庸 よ り も 偉大を目指す

＊最高になれ る 部分を理解す る

この 2 点である。
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凡庸よりも偉⼤を⽬指す

ビジョナリーカンパニー 2 にはこうある 「 凡庸 よ り も 偉大を目指せ 」 と。
なぜなら著者は、偉大なモ ノ を築 く のが凡庸なモ ノ を築 く よ り も 難 し い と

（ 調査の結果 、 著者は ） 考え ていないからだ、と。

もうひとつは、 （ 偉大を目指 し て も ） いつま で も 凡庸か ら 抜け出せない状

態に比べて犠牲が大 き く な る わけではな く 、 偉大 さ への道を歩む方がは る

かに犠牲は少な く 、 仕事の量 も 少ないか ら、だ、と。

最⾼になれる部分を理解する＝「ハリネズミの概念」

本の中で、この考え⽅は「単純明快な戦略」として扱われている。偉⼤に
なった企業もそうでない企業にも戦略はあった。ならば、それが良い戦略
と悪い戦略であったのだろうか？

そうではない。偉⼤な企業はどれも単純でかつ単純で思い切り単純なアイ
デアで、極めて単純な概念を確立 し て こ れを判断基準 と し てすべての決定

を下 し ていたのだ。その単純な概念とは？

3 つの円と呼ばれている。
【 NO.1 （世界⼀になれる部分）×経済性（財務指標）×情熱】

この３つの要素すべてが必要。

世界一になれ る 部分×経済性×情熱の 3333 つであ る 。 そ し て大事なのが最高

にな る ための戦略で も ない し 、 最高にな る ための意志で も ない し 最高にな

る ための計画で も ない 。 最高になれ る 部分はど こ か？ についての理解な

のだ、と⾔う。

情熱

経済性NO.1
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もう⼀度確認する。
このテキストではこの 2 点からあなたの事業について考えていく。

＊凡庸 よ り も 偉大を目指す

＊最高になれ る 部分を理解す る

なぜ、ビジョナリーカンパニー2なのか

まずこのビジョナリーカンパニー 2 を取り上げる理由と、ビジョナリーカ
ンパニー 2 の概念が私たち⼩さな起業家にも使えるという根拠としての私
の考えを伝えておこう。

ビジョナリーカンパニー 2 を取り上げる理由

ビジョナリーカンパニー 2 はその 5 年ほど前に出版された『ビジョナリー
カンパニー』の続編だが、著者は第 1 章でこう述べている。

「 前書 『 ビ ジ ョ ナ リ ーカ ンパニー 』 の続編ではな く 逆に前編な

のだ と 私は考え る よ う にな っ てい る 。 こ の本が扱っ てい る のは 、

良い組織を偉大な実績を持続で き る 組織に飛躍 さ せ る方法であ る 。

『 ビ ジ ョ ナ リ ーカ ンパニー 』 が扱っ たのは 、 偉大な実績を あげて

い る 企業を偉大 さ が永続す る 卓越 し た企業にす る 方法であ る 。 卓

越 し た企業にな る には基本理念 ・ 利益を越えた目標 、 そ し て基本

理念を維持 し て進歩を促す仕組みが必要だ 。～～ 後略 ～

～ 」

ビジョナリーカンパニー 2 p21 より引⽤

著者ジェームズ・ C・コリンズは、よくあるビジネス書のように⾃社の成
り⽴ちや成功している状態を分解して、こうして成功したと喧伝したい広
告マン的経営者や、バイブル商法としてなにがしかを売りたくて書いてい
る著者ではなく、優秀な学者である。

優秀な学者の元に優秀な研究者が集まり、 5 年にわたって 15,000時間をか
けて、「凡庸から偉⼤になった企業の共通点」を思索し続けた。

アメリカの上場企業で業界も産業も経営者も規模も社歴も違うが、ただ⼀
点『凡庸から偉⼤になった企業（この基準も著書で明確に定義してい
る）』を選び出し、調査分析し、その共通点は何か？をまとめた書である。
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サンプル（11社ある）が著書で取り上げるような共通点をもつ確率は
17,000,000 分の 1 だそうである。

私たちが、⾃社の問題解決に「あの会社があの社⻑の性格と⼿法でうまく
いった⽅法」という再現性のない話を取り⼊れるよりも、ずっと現実的な
話ではないだろうか？

私たち⼩さな起業家にも使えるという根拠

偉⼤な企業の話をされても、私たち偉⼤以前の事業家には使えないと思う
ってしまうのが普通の感覚だろう。しかし、偉⼤以前だからこそ、この著
書の考え⽅が有効なのだ。

ビジョナリーカンパニー 2 は原題が「 GOOD TO GREAT」だ。まさに我々
にぴったりではないだろうか。とはいえ、上場企業のお話だろう？ と訝
る声も聞こえそうなので、これも著書から引⽤しておく。

著者がスタンフォード⼤学で講演した時に優秀な学⽣であり、後に意欲的
な起業家となる⼀⼈から質問されたときの答えである。

「⾃分には野⼼がなさ過ぎるのだろうか？ 巨⼤な企業を築こうとはどう
しても考えられない。それに何か問題があるのだろうか？」と。

著者はこう答える

「 問題はない 。 偉大であ る こ と と 規模 と は関係ない 。 『 シマ ン ト

ブ 』 と い う 著者の出身地で地元の ビルを考え る 際の基準 と な っ て

い る 赤レ ン ガの素晴 ら し い建物 と その小 さ な不動産会社は地元で

単位面積あ た り の利益が最 も 多い点でみて偉大な企業にな っ てい

る 』

ビジョナリーカンパニー 2 p322より引⽤

我々、⼩さな起業家にも適⽤できるという勇気づけられる話である。

問題はない 。 偉大であ る こ と と 規模 と は関係ない

では、早速あなたの事業・ビジネスが凡庸から偉⼤に向かうために演習を
やってみよう。
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☆ - 演習 - ⽇本⼀になる。

Ｑ．どこにも負けない事業はなにか？

Ｑ．誰にも負けない努⼒を投⼊できる分野はなにか？

Ｑ．最⾼になれないのなら、その事業に関わる意味があるのか？

Ｑ．⽇常あまり考えずに、慣習的にやっているまあまあな毒（４章で詳
説）を仕事にしていないか

Ｑ．⼈から評価されているから、という理由で仕事をしていないか

Ｑ．⾃分が最もこだわる財務指標はなにか？

Ｑ．根拠のない虚勢ではなく、「私は根っからの〜屋です」と NO.1 にな
れると⾔い切れるものはなにか？

Ｑ．今後もビジネスを続ける中で、何に集中し強化する予定か？

どうだっただろう？⾃分の事業を⽇本⼀の基準で考えているだろうか？
（便宜上⽇本⼀、としているが○○⼀・町内⼀、業界⼀でも良い）

もう 1 パターン別の演習がある。
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☆ - 演習 - ⽇本⼀になる『逆に』バージョン

Ｑ．逆に、これは負けてしまうなという事業はなにか？

Ｑ．逆に、誰にも負けない努⼒を投⼊できない分野は何か？

Ｑ．逆に、本当は最⾼になれる事業があるのに、関わっていないならば、
その理由はなにか？

Ｑ．逆に、毒どころかやるほどに元気になる・活⼒がみなぎる仕事はある
か？

Ｑ．逆に、⼈から評価されなくてもやる・やりたい仕事はなにか？

Ｑ．逆に、⾃分がこだわらないあらゆる財務指標は？

Ｑ．逆に、虚勢で「私は根っからの〜屋です」と⾔っていることはある
か？ それは NO.1 になれる分野か？

Ｑ．逆に、今後のビジネスを続ける中で、廃⽌する予定のものはあるか？



【正統】の成功ロジック テキスト

Copyright (c) 2003-2012 support-pro & Mitsuhiro NISHIDA All rights reserved. 41

最⾼になれる部分を理解する

演習してもらったことで、この章のポイントのひとつである

＊凡庸よりも偉⼤を⽬指すこと

に仮にも取り組んだわけだが、そのプロセスで

＊最⾼になれる部分を理解する

というもうひとつのポイントを考える必要があったと思う。

これと同時に重要なのが、最⾼になれない部分は何か？ の理解だ。あな
たはこれからの限りある⼈⽣の時間を、最⾼になれないことに投⼊してい
くのか？ 別に誰も困らないし、だれも怒らない。なぜならば、経営者は
何をしてもいいからだ。

何をしてもいいのに『逆に』の設問のような、今やっていることをし続け
る理由は何だろうか？ また、最⾼になれるのに着⼿しない理由は？

「今⽇」からあなたが偉⼤を⽬指すのか、⽬指さないのかはあなた⾃⾝の
選択であり、それこそがあなたの⼈⽣の価値観の編集作業でもある。

あなたの事業・ビジネスの状況・状態の情報は、すべてあの⼀枚のサムラ
イの絵のような客観情報に過ぎない。世の中の環境も、凡庸で居続けよう
と偉⼤を⽬指そうと、ただの客観的な情報に過ぎない。

そのことを理解した今、ここからのストーリーを組み⽴てるのはあなた⾃
⾝だ。そのためには、今まであなたがあなたに⽰し続けてきたストーリー
を、もっともっと⼀枚の絵レベル（客観情報）にまで分解し続ける継続的
努⼒が必要だ。

例えば、

逆に、本当は最⾼になれる事業があるのに、関わっていないならば、その
理由はなにか？

という設問に対して、

今⽇は理由もアイデアも意⾒も出なかったとする。「出なかった」それは
本当だろうか？ あなたは、本当はものすごい潜在的な研究開発⼒を持っ
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ているのかもしれない。では、出たとしたら？ しかしそれは単なる思い
違いかもしれない。もうその分野は成熟分野で、今さら最⾼になったとし
ても荒れ野原かもしれない。

アイデアも意⾒も出なかったかもしれなくても、出たアイデアが最⾼にな
れないものかもしれなくても、どちらであっても、今のあなたのアイデア
の出所は誰かの価値観からの可能性が⾼い。

だからこそ問い続ける必要がある。あなたは誰かの価値観で今まで突っ⾛
ってきた。今⽇、も明⽇も明快な答えに到達しないかもしれない。⾯倒か
もしれないがだれもやらないからこそやる。

果たして偉⼤になれるのか？

今から、これまでしたことのない「情報の分解」に取り組むことになる。
ひとつはあなたの内側の価値観の分解。もうひとつは外部情報との関係に
おいての分解。

分解したら、次は、「あなたに合う絵」を使って、あなたの意図で編集し
たストーリーを作る。

しかし、今現在は別のストーリーがあなたのビジネスで上映中だ。変更す
るという決断を、いつかどこかで下すことで、あなたの⼈⽣は変わり始め
る。

しかし、そのタイミングが来るまでは焦らずに今までのストーリーを分解
することに意識を集中して欲しい。

その取り組みを続け、はじめは半信半疑、眉につばしていたけれども、次
第に確信とともにあなたは「凡庸よりも偉⼤を⽬指す」と決めた。

また、取り組み続ける。そして、ふと我が⾝を振り返ると、今⽇も偉⼤で
もないし、明⽇も偉⼤でもない。その事実に、滅⼊るかもしれない。そん
な時に著書にあるこの⾔葉を思い出して欲しい。

「 私はつねに 、 偉大な企業にな っ て欲 し い と 考えて き た 。 こ れを

出発点に し よ う 。 そ こ か ら 出発す る 。 こ れは正当化す る 必要 も な

ければ 、 説明す る必要 も ない こ と だ 。 今は偉大ではない 。 明日 も

偉大にはなれない 。 つねに変化をつづけ る 世界で偉大な企業にな

る には 、 や る べ き こ と がいつ も やま ほ ど あ る 」 と 。
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NO.1 になる事業分野を⾒つけ、それが情熱を注ぎ続けられる分野で、し
かも経営指標から⾒ても勝てる分野。そんな事業を⾒つけた時がハリネズ
ミの概念、３つの円が重なる瞬間である。

偉⼤を⽬指すからこそ、「そんな事業」が⾒つかる可能性がある。もし凡
庸の少し良い事業を⽬指していたら、決してそんな事業は⾒つからない。

この章の最後に、ビジョナリーカンパニー 2 の最後のページに書かれてい
る⾔葉を贈ろう。

ほん と う に問題なのは 、 「 なぜ偉大 さ を追求す る のか 」 ではない 。

「 どの仕事な ら 偉大 さ を追求せずにい ら れな く な る のか 」 だ 。

「 なぜ偉大 さ を追求 し なければな ら ないのか 、 そ こ そ こ の成功で

十分ではないのか 」 と 問わなければな ら ないのであれば 、 おそ ら

く 、 仕事の選択を間違えてい る 。

もう⼀度書いておこう。

「なぜ偉⼤さを追求しなければならないのか、
そこそこの成功で⼗分ではないのか」

と問わなければならないのであれば、

おそらく、仕事の選択を間違えている。
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この章とレバレッジの関係

レバレッジとは、なんらかのプラスが無いとかけてはいけない単なるテコ
だったという話を思い出して欲しい。あなたが「凡庸よりちょっと良い程
度」の将来を描いていて、凡庸の延⻑線上にレバレッジをかけたら、何に
テコがかかるのだろうか？

―凡庸に広告を打てば、凡庸が世に広まる

―凡庸な事務所展開をすれば、凡庸な事務所ができる

―凡庸な⽣産増強を⾏えば、凡庸な⽣産システムが増強される

同業や競合の⽅が、 1 ポイント上回っていたとしたらあなたの凡庸なシス
テムや事務所や広告は常にマイナス 1 ポイントずつテコがかかっていく。

レバレッジを仕掛けようと思うのなら、少なくても「偉⼤を⽬指す」線上
でビジネスを動かし始めてからにすることを私はお勧めする。

今⽇も、明⽇も偉⼤ではないかもしれないが、凡庸のままで居続けようと
する「あの会社」よりはプラス 1 ポイント⾼い状態を維持できるかもしれ
ないからだ。

マイナス 1 ポイントなのか、プラス 1 ポイントなのか？ それが⼤きな結
果の差を⽣む。

次の章で

次の章では、今あなたが持っている価値観が「誰かの価値観」だと仮定し
て、そのためにあなたの⾝の上に⼀体に何が起こっているのか？ を２冊
⽬の底本『リアリティ・トランサーフィン』を元に考えていこう。
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第 3章 ： リ ア リ テ ィ ・ ト ラ ン サ ー フ ィ ン

この章で扱う 2 つの重要なこと

＊人生 ラ イ ンが移転可能だ 、 と い う 理解

＊あ なたが振っ て も いい人生の こ だわ り （ 価値観 ）
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やる気になろうとしていないか？

この章では、能動的にビジネスを変えていく時に押さえるべき点について
考え、価値観を編集することであなたの意図に向かっていく。

会社を⼤きくしよう、ビジネスを成⻑させよう、いい暮らしをしよう、ア
レを⼿にしたい、コレを⼿にしたい、物欲、名誉欲、⽀配欲、承認欲求、
所属欲求、欲得はたくさんある。それらは⼀体ぜんたい誰の欲なのか？

その欲得はあなた⾃⾝がワクワクして、欲せずにはいられない欲得に向か
っているのか？ それともどこかの誰かの⽬線で『評価されるなにか』だ
から、誰かのためにやる気にならなければならないことを「欲得」として
いるのか？

どうだろう？

変化を求めて、「やる気になろうとして」ないか？ そのビジネス、その
商品、その講座、その広告、その開発、そのメディア露出。

不安の先の⾏動は？

9.11で世界が変わったように、 3.11で世界が変わり、これからの 1 年、 3
年、 5 年、10年漠たる不安が頭にこびりついて離れないかもしれない。

⼈はあまりに不安が⼤きいと、向き合うことを避け、そんな不安が無かっ
たモノとしようとする。

そんな時代に『やる気にならなければそこへ向えない』程度の何かのため
に向かうと決めてしまって、今⽇からの数年、もしくはこの半年、この 3
ヶ⽉、そして今⽇⼀⽇を過ごしてしまっていいのかと問いたい。

今、あなた⾃⾝の『快』はどちらの⽅向にあるのか？ もしかしたら、あ
なた⾃⾝はいつまでも⾏きたい⽅向が分からないまま、なのかもしれない。

しかしその⼀⽅で、『分からない』とは『どこへ⾏っても良い』と⾔う事
でもある。どこへ⾏こうとしても選択肢は無限にある。では何を基準にど
こへ向かえば、確信と安⼼を得られるのか？
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“ 今⽇ ” はあなた⾃⾝が出した指⽰の結果だ

実は私たちは、毎⽇、「向かう舳先」の指⽰書を出し続けている。

空気を吸っていることを忘れているように、あなたが今、不快さや不満な
できごとを忘れられればいいけれども、実際には私たちは忘れるどころか
そういうものを注視してしまう。

そして、逆に⽇々の⼩さな楽しみや素晴らしいできごとは空気のように忘
れてしまう。

今⽇も、無意識のうちに不快や不満のある⽅に注視して、そんな感情が伴
う⽅向にあなたの舳先は向けてしまっている。今⽇、その場所にいるのは、
あなたが舳先を向けて「今⽇」に向かって漕いできた結果だ。

このパターンが⼤きく潜在意識と関わっていることをよく理解していれば、
あなたは⽣きているだけで楽しい！ ということを忘れることなどなくな
る。そして、今がたとえ不安や不満が多いビジネスであってもあなたの意
図する⽅向に舳先を向けることができる。

しかし、事業の成功とかマーケティングのテクニカルな成功とか、お⾦の
成功とかそういうものよりももっと「底流に流れるあなた」（ここまでの
章で扱ってきた価値観のことを指す）を変えない限り、あなたは『やる気
にならなければそこへ向えない』程度の何かに向かい続ける。

そんな毎⽇が続けば誰だって「こんなことでいいのかな」「このままでい
いのかな」と思うだろう。

潜ちゃんのこと

ここまでに「レバレッジ」、「編集」と「偉⼤」を扱ってきた。あなたの
事業哲学をはっきりさせるための「編集」作業が必要だということを伝え
てきた。

その編集の⼤きな意図として、「偉⼤を⽬指したらどうか？」とも。あな
たが今まで凡庸でよしとしてきた「ビジョン」を潜在意識（以後、潜ちゃ
んと呼ぶ）が受け取った結果、あなたの意図（たとえ求めていなくても）
によって、それを潜ちゃんが確実に正確に実現してきた。

すなわち、今後あなたが偉⼤を⽬指して編集を始めたら、その瞬間から潜
ちゃんが受け取るビジョンは変わり始めるのである。
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しかし、潜ちゃんは精密なプログラムであり、パターンであり、習い性で
もあるので、「はい、では、そちらへ」と今⽇、編集を始めたからと⾔っ
てすぐに変化は起こらない。ここに「現実の重さ」というものがある。

このメカニズムをきちんと理解する。そうすることによって、今起きてい
ることの原因、さらにその原因としてのできごとや感情、そしてその対処
を含む結果とのつながりを知ることができる。

そしてようやく、それらすべてのできごとが価値観からできていて、価値
観を変えない限り起きるできごとが変わらないことを知るのだ。

価値観はこだわりを⽣み、こだわりができごとを引き寄せ、場合によって
は発⽣する頻度を上げて⼈⽣を思い悩ますことになる場合すらある。

⼈⽣ラインを移ることができる

潜ちゃんのメカニズムを理解し、価値観に気づき、第１章：編集でやった
ように、できごとのストーリーを分解し、客観的な⼀枚の絵にまでする。

そして再選択することによって、そのできごとは起こらなくなったり、⾃
分の⼈⽣の価値として再選択することができるようになるのだ。

そうすれば、今後もビジネスにとことんこだわっていき、⾃分のこだわり
としてどんどん⾼めていくことも可能になる。

これを⼈⽣ラインの移転と呼んでいる。⼈⽣ラインは移れるのだ。（この
テキストで）確⽴している⼈⽣ラインの移り⽅は再現性があるのでぜひト
ライしてみて欲しい。

そうすることによって、⾃分がこだわりたい⼈⽣のこだわりのみに注視し、
それが快であれば、究極は毎⽇が快になる。

そんなビジネスを作り上げることが可能なのが「振り⼦の法則」だ。
（『リアリティ・トランサーフィン』ヴァジム・ゼランド著より）

ヴァジム・ゼランド⽒が振り⼦に関してまとめた著書は 4 冊もあり、しか
も分かりにくい⽂章でまったく現場に落とし込めない。そこで、⼩さな起
業家の変化の時期に取り⼊れたい最低限の部分のみ整理した。
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振り⼦の法則ー基本理論と⽤語

活⽤の⽅法を説明する前に、著書のなかの基本理論を整理しておこう。

振り⼦の法則を理解するためのポイントは 4 つある。

1 [ ⽤語を覚える ]
2 [ 実⾏の⽅法 ]
3 [ ⾃分の体験 ]
4 [ 基本理論に基づいた解釈 ]

これらを理解して実⾏した時、⼈⽣ラインの移転が可能になる。

以下の５つの⽤語は、法則を解説する際に頻出するので、ぜひ覚えておい
て欲しい。

・シナリオ
・バリアント
・現実化
・⼈⽣ライン
・振り⼦

⽤語の意味については都度説明する。では、いよいよ解説に移ろう。

シナリオ

振り⼦の法則を知るには、まず今起きている⼈⽣はあるシナリオが現実化
しているものなのだ、という理解から始めなくてはならない。

舞台脚本では、ある⼀⾏のセリフが⼀⽂字違えば、それは違う脚本と⾔え
る。同じように、あなたが今⽇ Aか Bかという選択肢を与えられた時には、
Aと Bのふたつのシナリオが⽤意されていると考えられる。

そして、その選択によって引き起こる結果が変わり、またその分岐以降起
こり続ける⼈⽣にも影響が及ぶ。つ

まり、舞台脚本のように⼈⽣のシナリオが現実化された場合、違う⼈⽣が
現実化されたと考えるのだ。

それが毎⽇、毎分、毎秒起こっていると⾔うことは、無限のシナリオ数が
必要になると思わないだろうか？
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⽣まれてから今⽇まで、そして今後与えられる選択肢、すべてのシナリオ
がどこかにあり、それを現実化させている、という考え⽅が「振り⼦の法
則」の基本だ。

億通り、兆通りどころではないほどの数があるはずだが、その「無限のシ
ナリオがある」という考え⽅をまず了解するところから始める。では、そ
んものが⼀体どこあるのか？

バリアント

⼿元に紙を⽤意し、直線を書いてみて欲しい。直線は視覚的には直線だが、
点の集まりと⾒た場合、10個の点なのか、 100 個の点なのか…、微細化し
ていけばいくほど、そこに無限の点があることになる。

線や⾯にでさえ無限の点があるのだから、空間にも「点」ではないが点の
ような何かが無限にあると考える。ここで解説するバリアントは、そうい
う理解から始まる。

先ほどの「無限にあるはずのシナリオはどこにあるのか？」という疑問へ
の答えは、あなたに起こる可能性のあるすべてのシナリオが、この空間・
宇宙のどこかに格納されている、と考え、その空間のことをバリアントの
空間、と呼んでいる。

この考え⽅は著書の再解説なので、興味のある⼈は確認してみて欲しい。
詳細まで理解してもらえるだろう。

そして、その空間・宇宙から何らかの⽅法でシナリオを呼び出して、現実
化しているのが私たちの毎⽇である。もしも、違うシナリオを呼び出せれ
ば違う⼈⽣が現実化する。

このように Aシナリオ→ Bシナリオの違う⼈⽣が現実化することを、「⼈
⽣ラインを移る」と呼んでいる。

では、何がシナリオを現実化させるのか？ それをこれからじっくり説明
していくが、その前にバリアント空間とシナリオの関係を次のようにイメ
ージしておいて欲しい。

現実化には３つの役者がいる。
現実化されるもの・現実化させるもの・現実化したもの、だ。
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ここに⼀本の筒がある。この筒には⽔分⼦の集合体である「⽔」（現実化
されるもの）が⼊っている。

筒の周りに指輪のように超低温のリング（現実化させるもの）があり、ゆ
っくりと上下に移動すると想像してみて欲しい。そしてそのリングが下に
移動すると、中の⽔は瞬間に固体化（現実化したもの）する。

置き換えるとこうなる。

筒：バリアントの空間
⽔ ：シナリオ（現実化されるもの）
リング ：？？？ （現実化させるもの）
氷 ：現 実（現実化したもの）

では、このリングの正体を解き明かしていこう。

振り⼦の発⽣

あなたは、あるシナリオを毎⽇現実化して⽣きている。そのシナリオ内に
書かれたできごとにたまたま遭遇する。電⾞で⾜を踏まれたとしよう。⽣
きていれば、そういうことはまぁないことはない。

その際、あなたは「痛い！」と叫んで「まぁお互い様だから ・・・」 とい
う反応をするだろうか？ それとも激怒して⾷ってかかって、もめ事にす
る反応？ 謝り⽅が気にくわなくて表⾯上は許しているのに、⼼の中で死
ぬほど憎み始めるという反応かもしれない。

後者の 2 つは感情が激しく反応して、しかもその感情の反応を拡げている。
「振り⼦」が発動するのはこの時だ。振り⼦は揺れ始めたものは当分揺れ
て、いずれ⽌まる。
※振り⼦というのは、あなたの感情の中に無数存在している。あなたの持
っている価値観・こだわりの数だけあるのだ。

普通、振り⼦といえば、ひもなどの先に重りを付けたもののことだが、こ
の振り⼦の場合は「⽣命体」と考える。「振り⼦君」とでも呼ぼう。「⾜
を踏まれてむかつく振り⼦君」だ。そして、⽣命体なので⽌まって死にた
くないと思うのがこの振り⼦君の特徴でもある。

なぜ、彼は発動したのだろうか？ 彼は、あなたの強い感情で発動した。
あなたの感情は、振り⼦君を突き動かし、振幅し続けるためのエネルギー
源になる。
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振り⼦君にとって、あなたの感情が唯⼀のエサなのである。もし、あなた
がこのまま感情を納めてしまったら？ エサがなくなって、振り⼦君は死
んでしまう。

⼤抵このような感情エネルギーが発⽣するのは、⼀回程度なので死滅する。
しかし、もし⾜が踏まれるようなことがたまたま繰り返されたら…

次回、また踏まれる → また、むかつく → 感情エネルギーの発⽣
→ 振り⼦君が再度振幅を⼤きくできる

この時に、振り⼦君は気づく。「こいつ（⾁体の主）に⾜を踏まれてむか
つく⼈⽣を経験させ続けると、⾃分は⽣きながらえる」と。狡猾な振り⼦
君は、なにがなんでもあなたを⾜が踏まれることがよく起きる⼈⽣にしよ
うとする。

ここで筒の話を思い出して欲しい。筒がバリアント空間で、中の⽔（現実
化されるもの）がシナリオ（現実化されるもの）の集合体にあたる。

リング（現実化させるもの）に当たるのが、感情である。筒の中に無限に
存在するシナリオの中には、「あなたが⾜を踏まれてむかつくことがいっ
ぱいある⼈⽣」というものが含まれている。

感情というリングによってその⽔（シナリオ）が固体化（現実化）してし
まうのである。

こうして、めでたくあなたは今⽇も明⽇も⾜を踏まれてむかつくことがい
っぱいある⼈⽣を⽣きることになる。感情（現実化させるもの）がシナリ
オを呼び出して⼈⽣ラインの移転（現実化したもの）が起こったのだ。

あなたの⼈⽣に置き換えて

あなたの⼈⽣で、頻出すること・頻繁に起きるできごとはないだろうか？
そのできごとに感情は伴っていないか、確かめてみて欲しい。

何かしらの感情が伴っていれば、その頻出する⼈⽣ラインに移転しつつあ
る、もしくはすでにその⼈⽣ラインに移転が完了しているのかもしれない。

すると、これからの未来も「たまたま⾜を踏まれることはある⼈⽣シナリ
オ」よりも「よく⾜を踏まれる⼈⽣シナリオ」を⽣きることになる。
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今、あなたが⽣きている⼈⽣は、あなたが感情的に（頻度、もしくは感情
のサイズで）「こういう⼈⽣を⽣きたいんだよ」と振り⼦君に伝えてきた。

振り⼦君が無数のシナリオの中からマッチするものを正確に選び出し、理
想とする⼈⽣ラインに移転してきた集⼤成なのである。

さて、少しビジネスの話に置き換えて話そう。

例えば、あなたはビジネス上、よく顧客とのトラブルを起こさないか？
その時どんな感情で処理している？ もう分かるだろう。顧客とのトラブ
ルは「普通に」は起こる、頻出しているとあなたが感じるならば、それは
あなたが現実化させているのだ。「トラブル振り⼦君」かもしれない。

あなたのビジネスでは、業者さんや下請けさんなどがなぜかよく失敗しな
いだろうか？ 頻繁に納期遅れをしないだろうか？ いつも社員がすぐに
辞めないだろうか？ いつも質の悪い代理店に質の悪い仕事をされていな
いだろうか？

これらはすべて、あなたが感情的に○○振り⼦君にエサ（感情エネルギ
ー）を与え続けているので、その○○がよく起こる⼈⽣ラインに移転した
結果である。

では、どうすれば良いか？

その答えはここではまだ話さない。なぜなら、ここで注⽬して欲しいのは、
どの⼈⽣ラインにも「良い」「悪い」は無く、単にあなたが「こういう⼈
⽣を⽣きたい（現実化したい）」と伝えたから移転できた、という事実だ。

つまり、今いる⼈⽣ラインに移ってきたのなら、他の⼈⽣ラインに移転す
ることも可能だ、ということがわかる。現状、あなたのビジネスがどうあ
れ⼈⽣ラインを移ることは可能なので、安⼼して読み進めて欲しい。

今のビジネスで頻発するトラブルや付き合いたくない顧客との関係、扱い
たくないサービスを続けるなどとは、もうおさらばである。

「感情をコントロールする」は、⼤間違い

では、どうして、感情エネルギーが発⽣してしまい、振り⼦君にエサを与
えてしまうのだろう。よく⾔う「感情をコントロールすれば良い」のだろ
うか？ 何が起こっても達観した顔をしてなんでも許せば良いのか？
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否。

おいしい⾷べ物を⾷べた瞬間においしいと感じることを⽌めることはでき
ないし、まずくても同じである。

感じてしまうおいしさ、まずさは⽌められない。怒りも悲しみも恐怖も楽
しみも喜びも、すべて同じである（これを⼀次感情という）。

感じた後に改めて、理性を通して、これは○○だからおいしいね〜と感情
を反復することは「しようと思って」したり、しなかったりと選べる。

感じることを⽌めることはできない。理性を通して再度喜びを味わったり
悲しみを味わったりはできるし（再体験）、怒った時に理性で制御してそ
れ以上怒らないようにコントロールすることは可能である（抑制）。

このコントロール可能な感情を⼆次感情という。ここで理解して欲しいの
が、反射的に起こる⼀次感情は絶対にコントロールできないということ。
コントロールできるのは、⼆次感情のみだということだ。

これを理解しないで、恐怖や怒りや悲しみなどの感情を「制御」したつも
りになっていると、喜びや楽しみやうれしさなどの⼀次感情も「感じてい
ないふり」をしてしまい、次第に「気づけないあなた」になってしまう。

あなたが、納期遅れする業者さんにむかついているのに、⼤⼈顔をして
「⼤丈夫ですよ」なんて怒らない⾃分を作っているとする。

すると、振り⼦君がひっそりと発動し、⼀次感情で起きた「むかつく」と
いう感情のエネルギーを⾷べて振幅を⼤きくする。

「おお、こいつ（⾁体の主＝あなた）に納期遅れをしておくと、俺は⽣き
続けられるぞ」と振り⼦君が活発になったら、次第に⼈⽣ラインの移転と
固定が起きてしまう。（再度⾔うが、これは移転に成功している）

では、どうすれば良いのか？

不快な⼈⽣ラインから、快の⼈⽣ラインへ移転するためには、まず感情が
振れていることに気がつくことである。

そのために、次の演習を取り⼊れてみて欲しい。
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☆ - 演習 - 不快な⼈⽣から快の⼈⽣ラインへの移転する⽅法

〇今すぐやろう

１．最近のできごとで、ビジネスでもプライベートでもよく起こること
出くわしてしまう不快なできごとを洗い出す

２．「あ〜、こういうことが起こると嫌な気持ちになる」と何に対して不
快を感じるかを認識する

〇不快に出くわした時にやろう

３．不快に出くわしたら、⼀次感情に注⽬する
４．この時、⼆次感情に没⼊したり、感情に巻き込まれないようにして
（例えば）「あ〜、怒っているなぁ」と観察する

〇ひと呼吸おいて分析してみよう

５．なぜ怒っているかを⾃分に問いかけ、⾃分が何を⼤事にし、こだわる
のかを分析する（ここで何か発⾒するはずだ）。

[[[[ 分析のヒント ]]]]

同じできごとに直⾯しても、怒らない⼈もいれば、怒る⼈もいる。なぜ怒
るのか？ それは価値観やこだわりが違うからだ。

ここでは⾃分の価値観を⼗分に認識して欲しい。例えば、⼈が遅刻したこ
とに不快を感じて怒りを覚えたとしよう。しかし、世の中には遅刻しても
怒らない⼈もいる。

そう考えると、あなたの中には遅刻を不快に感じる価値観があって、それ
になぜかこだわっていることに気づく。よく考えてみたら、親に植え付け
られた価値観だった、と発⾒するのだ。

＊この時点で感情に巻き込まれていない。それ以上の感情エネルギ
ーが発⽣しなくなり、その不快なできごとは段々と起こらなくなる。
ただ、まだ根本解決をしたわけではないので、⾃分の価値観やこだ
わりは観察し続けなければならない。
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６．価値観の再選択をする、今後も何にこだわるかを決める。

＊ただし、すぐに決めてはいけない。なぜなら何⼗年もそのやり
⽅でこだわってきたのだから、再選択してももう⼀度選ぶ可能性
が圧倒的に⾼いからだ。

７． 再選択を留保し、⾃分の価値観とは違う価値観を１つ以上発⾒して
その価値観を観察する

＊留保する期間が 1 ヶ⽉になるのか 3 ヶ⽉になるかは分からない。
⼗分に観察し、⾃分が納得したところで価値観を再選択する。この
プロセスを経るだけで、すでにできごとに没⼊せず客観的に⾒てい
るので、エネルギーを供給していた⼆次感情は減り、振り⼦君の振
幅はかなり⼩さくなっている。

８．「その不快なできごとが起こらなくなっている」ことをしっかりと
認識する ＝ ⼈⽣ラインの移転 ＝ 普通にしか起こらない⼈⽣
ラインに移転した証拠を実感する。

振り⼦は⽌まる

演習でやってもらったような⼀連の観察を、私は「振り⼦を⽌める」と呼
んでいる。

もし、あなたが⾃分の⼈⽣の価値観、⼈⽣のこだわり（後述）だと認定し
たモノ以外の⼈のこだわりの価値観（たとえ親でも恩師でも）に、⼈⽣を
振り回されるのはいやだと思えば、以上の演習を実⾏してみて欲しい。

かならず振り⼦は⽌まっていく。その証拠に、私が以前ニュースレターに
書いた⽂章を引⽤しよう。

略 〜〜

外 か ら み た ら 「 成 功 」 で も 、 ⼼ は 「 ど ん 底 」 で し た 。

同 じ 時 期 に 、 引 き 寄 せ る の で し ょ う ね 。。。

友 ⼈ の 経 営 者 の 相 談 に 乗 っ た こ と が あ り ま す 。

ち ょ う ど 、 ⾃ 分 が 、 出 版 ・ 雑 誌 等 メ デ ィ ア へ の 露 出 ・

⽐ 較 的 ⼤ き な セ ミ ナ ー の 連 発 ・ 集 客 の 加 速 ・ ス タ ッ フ の 増 員
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、、 と ⾔ う 時 期 で す 。

こ う い う の を ⼀ 般 的 に 「 成 功 」 と い う ら し く 、

「 成 功 」 を 維 持 ・ 加 速 ・ 向 上 、 そ し て そ れ を ⾒ せ 続 け る 、 こ と に

な ん の 疑 い も な く 、 そ れ が 良 し 、 と 思 っ て い ま し た し …

こ れ が 「 成 功 者 」 と 思 っ て い ま し 「 た 」… 過 去 形 で す 。

友 ⼈ は も っ と 極 端 で 、 働 け な い ス タ ッ フ

（ 休 ん で ば か り で ⾔ う こ と も 聞 か ず 給 料 だ け は 要 求 ） の た め に 、

⾃ 分 が ⾺ ⾞ ⾺ の よ う に 働 き ス タ ッ フ 分 の 給 料 を た た き 出 し て き て 、

さ ら に 、 会 社 の 投 資 に 借 ⾦ を し て 、 さ ら に さ ら に

⾃ 宅 も ち ょ っ と そ の 借 ⼊ は お お き な ぁ と 思 う 位 の

ロ ー ン を 組 ん で し ま い 、 サ イ ズ や ⽅ 向 ・ ⽅ 法 は 違 い ま す が

彼 と そ う い う 経 営 の 仕 ⽅ を 揶 揄 し て 苦 笑 い し な が ら も

「 イ ン デ ィ ジ ョ ー ン ズ 経 営 」 と 呼 ん で い ま し た 。

後 ろ か ら 迫 り 来 る ⼤ き な ⽯ 、 と か

落 ち る 吊 り 橋 と か そ う ⾔ う の が な い と ⾛ ら な い 、 と 。

ブ ロ グ に こ ん な こ と を 書 い た こ と も あ り ま す 。

⾛ っ て い る 多 く の 経 営 者 像 の ⼀ つ の 姿 で す 。

・・・・事 業 家 に と っ て 夢 や 憧 れ が 経 営 ⽬ 標 ・ 経 営 ⽅ 針 等 に

織 り 込 ま れ て 経 営 に 直 結 し て い な い と 毎 ⽇ が そ れ こ そ

「 な に や っ て る ん だ ろ ？ ⾃ 分 」 と な り が ち で す 。

そ し て あ る 時 期 、 朝 起 き る と 、 毎 ⽇ 、 憂 鬱 な 気 分 で 床 を 離 れ ま す 。

「 原 因 は な ん だ ろ う 。」

隙 間 を あ け る こ と の 恐 怖 か ら た ま の 休 み が あ っ て も

「 何 か 役 ⽴ つ セ ミ ナ ー は な い だ ろ う か ？」 と

ネ ッ ト で 探 し て 予 定 を ⼊ れ 、 ⼈ 脈 も 作 ら ね ば 、 と

ラ ン チ は 必 ず 、 誰 か と ビ ジ ネ ス ミ ー テ ィ ン グ を す る 。

．

誰 が そ ん な こ と を あ な た に 刷 り 込 ん だ の で し ょ う ？
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そ の ラ ン チ の 相 ⼿ は あ な た が 会 っ て

「 快 」 の 予 感 が す る か ら 会 う の で し ょ う か ？

そ れ と も ビ ジ ネ ス 上 、 将 来 役 に ⽴ ち そ う だ か ら ？

こ う い っ た ⾏ 動 の 原 因 の ⼀ つ は 「 隙 間 を 空 け る と 、

売 上 が 下 が る か も し れ な い 恐 怖 」 で す 。

ま さ に 「 イ ン デ ィ ジ ョ ー ン ズ 経 営 」 で 、

僕 の こ と で あ り 、 多 く の 経 営 者 の 姿 だ と 思 い ま す 。

で も 、 そ れ が 「 成 功 像 」 だ っ た ん で す が ・・・・・・ ち ょ う ど そ の こ ろ

振 り ⼦ の 法 則 と 出 逢 っ て 、 「 ひ と つ ず つ ⽌ め て い き 、 ⾃ 分 が 輝 く 振 り

⼦ 」 だ け を 振 る 、 ⽅ 法 を ⾝ に つ け 続 け て 、 そ こ か ら 数 年 経 ち 、

昨 年 12⽉ に ブ ロ グ に 書 い た 記 事 に こ ん な こ と を 書 き ま し た 。

働 く 時 間 ：

8 時 か ら 仕 事 に 取 り か か り ⼣ ⽅ 5 時 に は ⼦ 供 が 帰 っ て 来 ま す 。

だ い た い 6 時 に は 仕 事 を 終 え て 、 そ こ か ら は ⼦ 供 時 間 に 突 ⼊ で す 。

下 の ⼦ が ⼩ 学 校 2 年 ⽣ な の で 、 ま だ お ⽗ さ ん と 遊 ん で く れ ま す 。

こ の 先 、 親 が ⼦ 供 に 「 遊 ん で 欲 し い 」 と ⾔ っ て も 、

⼦ 供 が 遊 ん で く れ な く な る ⽇ が 来 る の は す ぐ そ こ で す か ら 、

今 は （ 僕 が ） 遊 ん で 貰 う た め に 。

読 書 ： 毎 ⽉ 50冊 ほ ど の 本 を 買 っ て は 、 本 棚 の 旧 作 と 合 わ せ て

毎 ⽇ 2 〜 3 冊 は 読 ん で い ま す 。

映 画 ： か な り 映 画 が 好 き な の で 、 週 に 5 〜 7 本 は 観 ま す 。

ラ ン チ と 散 歩 ： ラ ン チ タ イ ム は ゆ っ く り 2 時 間 。 お 気 に ⼊ り の 本 を

持 っ て ラ ン チ 〜 散 歩 を し て 、 本 屋 さ ん に ⽴ ち 寄 り 、 本 や 雑 誌 の 袋 が

⼿ に 増 え て 帰 っ て く る の が ⽇ 課 で す 。

運 動 ： ⾝ 体 が 資 本 。 真 剣 ・ 深 刻 ・ は ま ら な い 程 度 に 、

運 動 も ⾃ 分 に 義 務 づ け て い ま す 。

趣 味 ： 最 近 は さ ぼ っ て い ま す が 、 ピ ア ノ の 練 習 も ？ （ 苦 笑 ）

お 酒 ： 週 末 の み 。 地 元 が 好 き な の で ⾏ き つ け の お 店 に 飲 み に 。

地 域 交 流 ： ⾮ 常 に 現 実 的 な 話 で す が 、 ⼦ 供 会 の 役 員 を し て い ま す 。

活 動 は た い て い 平 ⽇ で 、 シ ー ズ ン に ⼀ つ ず つ ⼤ イ ベ ン ト が あ り 、
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け っ こ う な 労 ⼒ の 提 供 で す が 地 域 に 住 ま う 者 の 努 め 。

か な り マ ジ メ に 取 り 組 ん で い ま す 。

つ ま り 、 ビ ジ ネ ス タ イ ム は 8 時 間 く ら い あ り ま す が 本 を 読 み 、 散 歩 を

し て 映 画 を ⾒ る 時 間 が 僕 ⾃ ⾝ の ビ ジ ネ ス Ｏ Ｓ ア ッ プ デ ー ト タ イ ム な の

で 、 仕 事 実 働 は 4 時 間 く ら い で し ょ う か 。

し か も 先 ⽇ 、 10社 ・ 者 あ る 個 別 コ ン サ ル テ ィ ン グ を す べ て 、

更 新 を し な い 形 で お 願 い し 了 承 し て い た だ き ま し た 。

で す の で ま す ま す 、 仕 事 を し て い る 時 間 は な い 。

同 じ ⼈ 間 の ラ イ フ ス タ イ ル と は 思 え な い 変 化 だ と 思 う （ 笑 ）

そ ん な ⾵ に ⼈ ⽣ ラ イ ン を 移 っ て き ま し た 。

も ち ろ ん 、 こ れ を ⽀ え る の は 、 ダ イ ヤ モ ン ド マ ト リ ッ ク ス な ど の ビ ジ

ネ ス ア イ デ ア や ビ ジ ネ ス ス キ ル や そ の 実 現 の た め の ⾏ 動 で も あ る の で

す が 、 そ れ ら 、 は 「 イ ン デ ィ ジ ョ ー ン ズ 経 営 」 で も 同 じ だ と ⾔ う こ と

で す 。 僕 は イ ン デ ィ ジ ョ ー ン ズ 経 営 は も う い や だ な ぁ と 思 い ま し た 。

だ か ら 、 今 の ス タ イ ル を 描 き ま し た 。 多 く の 場 合 、 描 い て も ⼿ に ⼊ り

ま せ ん が 、 ⼿ に ⼊ っ た ⼤ き な 要 因 は ま ず 「 振 り ⼦ を ⽌ め た 」 こ と で す 。

⼿ に ⼊ れ た い も の を 描 く 前 に ⽌ め る 。

こ れ は 多 く の ⼈ に 伝 え て き て 、 ほ と ん ど す べ て の ⼈ が で き て し ま っ て

い ま す 。 そ の 先 に 何 を 描 く か も ⼤ 事 で す が 、 ま ず ⽌ め る 。 そ し て 描 く 。

難 し く あ り ま せ ん の で 、 ぜ ひ 取 り 組 ん で み て 欲 し い と 本 当 に 思 い ま す 。

お 客 様 向 け の ニ ュ ー ス レ タ ー 『 CORE 』 よ り

描く前に⽌める。

私たちは、「⼈の価値観」と「⼈の価値観に基づくこだわり」によって⼈
⽣構築してきた。これまでに伝え、勧めてきた思考プロセスは、まるで今
までの⼈⽣を⾃分で全否定しないといけないような作業に⾒える。

しかし、今これをしなければ、いつまでも⼈の宗教・⼈の事業哲学で毎⽇
のビジネスを続けることになる。

それでも、成果や成績などの実績が出て、傍⽬には「成功」に映るかもし
れない。しかし、あなたにとってはいつまでたっても「⼈の基準に基づく
成功」に過ぎない、ということに気がついてくれたらうれしい。
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例えば、ビジネス書・ビジネス雑誌で扱われる巷の成功法則や成功した⼈
のからアドバイス・指南を⽬にすることがある。

よく⾒かける「好きなことをやりなさい」⼜は「⾃分の得意なことをやり
なさい（もしくはやめなさい、する必要なし）」の類だ。

こんなキレイごとを⾔われたとしても（かつて、私も⾔っていたし今も場
⾯を選んでは⾔うことがある）、起業して以来「まず喰わねば」というと
ころから始めたあなたには、不快なことがたくさんあったはずだ。

好きな⼈⽣に⾏く、移る前に不快なことのほうが圧倒的に多い、それが現
実であって、⼀⾜⾶びには⾏けない。だからこそ、まずは不快の振り⼦を
⽌めようと働きかけることから始めるのだ。

そうすることで、⼈⽣やビジネスに埋め込まれてしまっていた不快なこと
に気がついて、それらから解放され、そして（段階を追って）⼈⽣が快で
満たされる状態になる。

たとえ、ビジネス⾃体が好きなことをやっていても、顧客層ややり⽅によ
っては不快なことなど⼭ほどあることは、あなた⾃⾝、気がついている。

「夢や、本当にやりたいこと」という「⾏き先」を描くのと同じくらい振
り⼦を⽌めることを意識して取り組む。

これらの作業は、丁寧に、丁寧に⾏って欲しい。私のクライアントには、
たとえ⼀年かかってもいいのではないか、と伝えている。なにせ、これか
ら数⼗年やり続けるビジネスの基礎になる価値観を編集し直すのだから、
それくらいの⼿間をかけてもいいではないか。

それが⾯倒なようなら、誰かの宗教、誰の事業哲学で⽣きるしかないのだ
から ・・・。

多くの振り⼦が⽌まり始めると、⾃分の魂が共鳴するような「これだけは
やっぱり続けたいなぁ」という価値観やこだわりに改めて出逢う。その時
こそ、価値観を再選択し、その価値観でビジネスを再構築していくタイミ
ングだ。

こうすることによって、⾦太郎飴のようにどこを切ってもその価値観・こ
だわりで⽣きている状態になるので、それこそ⼈⽣とビジネスを快の連続
に編集したことになる。
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⾃分のこだわり、⾃分の⼈⽣ライン

振り⼦は「振り⼦君」という⽣命体であって、感情エネルギーを⾷べてど
んどん⼤きくなる。あなたの理性はもうこんな⼈⽣はいやだと思っていて
も（思っているからなのだが）振り⼦は振れる。だから振り⼦は振っては
いけない。

振り⼦の⽌め⽅を伝えてきたが「振っても良い振り⼦」がひとつだけある。
むしろそれを振らねばならない。それを振るために不快な振り⼦を⽌めて
いくのだから。

それが⾃分のこだわり、⾃分の⼈⽣ライン だ。

そうして⾒つけ出した「⾃分のこだわりの振り⼦」だけを振り続けて、移
転した先にある⾃分のもっとも快な⼈⽣ライン（シナリオ）を⾃分の⼈⽣
ラインと呼ぶ。

ビジョナリーカンパニー 2 で出てきた、「最⾼になれる部分は何か？」
を発⾒・確信を持ってその⽅向に進むためには、だれかの価値観でやって
いるものよりも、⾃分のこだわりでやっているモノの⽅が最⾼になれる可
能性は⾼い。

感情⾯・潜在意識の⾯からも「最⾼になれる部分」を発⾒していく必要が
ある。
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この章とレバレッジの関係

レバレッジとは良いモノでも悪いモノでもない、単にプラスのモノをプラ
ス 100 に、マイナスのモノをマイナス 100 にする、この理解はそろそろ⼤
丈夫だと思う。

では、あなたが⼈の価値観によって埋め込まれたあるこだわりを持ってい
ることで、ビジネス上に引き起こる「頻出すること」（例えば業者の納期
遅れに腹を⽴て、いつまでもその状態が続く）があるとする。

そこにレバレッジをかけたらどうなるのか？ もちろん、マイナスとプラ
スが相殺しあって納期遅れがきれいさっぱりなくなります・・・なんてこ
とはない。

放っておけばそのできごとがもっと増える、頻度が上がる、度が過ぎてい
く、というのがレバレッジの役⽬である。

どうせレバレッジを掛けるのならば、⻑いビジネス⼈⽣を考えて焦ること
なく、⾃分の振っても良いこだわり、⾃分の⼈⽣ラインに移ったと確信し
てからでも遅くない、というのがここで伝えたいアドバイスである。

次の章で

ここまでで、あなたを再度、編集する（第 1 章）ために、ビジョナリーカ
ンパニー 2 （第 2 章）・振り⼦（第 3 章）という【正統】の基準を⼿にし
てきた。

しかし、現実には、偉⼤を⽬指して今⽇、明⽇は何をすればいいのかと、
途⽅に暮れていないだろうか。

次の章では多くのビジネスマンが知っているけれど使えていない「 ” には
ち ” の法則」が今⽇、今すぐあなたがすべきことを教えてくれる。
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第 4章 ： 80/20way

この章で扱う 2 つの重要なこと

＊あ まね く すべて物事が 80/2080/2080/2080/20 にな っ てい る と い う 理解

＊体験す る こ と で感情 と セ ッ ト で 80/2080/2080/2080/20 が上手にな っ てい く
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にはちの法則の理解

この章では、少ない努⼒で多くの成果を上げる視点と⽅法についてお話し
していくにあたり、次の数ページにわたる記述にざっと⽬を通してみて欲
しい。

ビジネススキルの向上を⽬指す⼈の多くが知っている「にはち（ 2 ８）の
法則」のことだ。 20:80 の法則、、。

⼤抵は、「売上の80を20が占めているってやつですよね」とか「売れてい
る営業マンが 8 割を売っているんですよね」くらいの理解しかされていな
い。

間違ってはいないがそれでは何も知らないのと同じだ。次の資料は、リチ
ャード・コッチの著書『楽して、儲けて、楽しむ 80808080 対 20202020 の法則
原題： Living The 80/20 way』から抜粋して整理したモノだ。

少し⻑いが、これから提⽰する資料を⼀読して欲しい。本来なら附録で扱
う性質の資料だが、「まず先に読んで」からでなければ、このテキストで
の「にはち」の扱いがどれだけ重要かがわからないまま、この章をわかっ
たつもりで読み⾶ばすことを避けたく、この位置に置いた。

※著書からの引⽤なので表現などはそのままだが、似たような内容、記述
に関してはまとめて掲載した。読み進めると「またか」「また、似たよう
な話か」と辟易するかも知れない。そう、そのくらい「にはち」は効いて
いることに気が付いて欲しい。

結論の頭出しをしておこう。うんざりするほど、ありとあらゆる所で
80/20 は効いている。くどいようだが、何度⾔ってもくどくない。 80/20
はあらゆるところに効いているのだ。

※ ⽇本では⼀般に「にはち」「にっぱち」というが、以降このテキスト
及び【正統】では⽂字表記の場合は “ 80/20 ”。 ⾳は「はちじったい
にじゅう」で統⼀する。

※ 80/20 は10％が90を締めていたり、30％が73％を締めていたりと、き
っちり 80/20 にならない。そういった偏りがあること⾃体は「パレー
トの法則」と呼ばれる。
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【 80808080 対 20202020 の法則】
出 典 ： 楽 し て 儲 け て 楽 し む 80 対 20 の 法 則 リ チ ャ ー ド ・ コ ッ チ 著

[ ⾃然科学に効いている80/20]

◇イギリスの都市を調べると、上位53位までの都市の人口は2579万 3036人

で、54位以下の 210 の市や街の人口は 653 万 9772人だった。驚くほど正確

に80対20の法則があてはまっている。つまり上位20.2％の都市に、人口

79.8％が集中しているのだ。

◇科学者の20％が、科学上の画期的な発見・発明の80％以上を生み出した。

いつの時代も、発見をするのは一握りの科学者だ。

◇地球の表面積の20％以下で鉱物資源の80％が生み出されている。

◇種の20％未満が、生態系破壊の80％以上を引き起こしている。地球上の

3000万ある種のうちの一種。 0.00000003 ％が生態系破壊の40％を引き起こ

している。この種が何なのかは言うまでもないだろう。

◇地球に落下する隕石のうち、ごく一部の隕石が被害の80％以上を引き起

こしている。

◇アラスカでは、アザラシの大半が生まれたばかりで死に至る。生き残っ

たアザラシの80％は、20％の親から生まれている。

◇世界中どこでも、雲の20％以下が、雨の80％を降らせている。

◇発明が人類に与えた影響をみると、せいぜい20％の発明が80％以上の影

響を与えている。二十世紀の発明では、原子力とコンピューターの影響力

が、それ以外のおびただしい数の発明や新技術をはるかにしのいでいる。

◇食料の80％以上は、土地の20％以下で生み出されている。

◇果物は、木や藁の20％以下にしかならない。

◇莫大な量の穀物や草を消費した動物から、わずかな肉しか取れない。

どんぐりから樫の巨木ができ、小麦の種子から穀倉地帯ができるなど、植

物の生育プロセスは、80対20の法則の完璧な例だといえる。

※ごく⼩さな原因から、⼤きな結果が⽣まれている。
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[ ⽂化・サブカルチャーに効いている80/20]

◇ 五人でポーカーをすると、そのうちの一人、つまり20％が、掛け金の

80％を取って勝つことが多い。

◇ スターの20％が、スッポットライトの80％を独占している。作家の

20％が、ベストセラーの80％を生み出している。

◇ 窃盗犯の20％が、盗難品の80％を盗んでいる。

◇ 個人の賭け事「ベッティング・エクスチェンジ」の世界最大の取り扱

い業者、ベットフェアによると、掛け金の90％は、顧客の10％が支払

っている。

◇ 世界の6700の言語のうち、人口の90％が使っているのは 100 の言語

--- つまり 1.5 ％に過ぎない。

◇ 伝染病は、わずかな発生源から爆発的に広がる。たとえば、コロラ

ド・スプリングスで蔓延した淋病では、発生源の50％は、人口で 6 ％

を占めるに過ぎない地区の住民だった。調査の結果、発生源は、六つ

のバーに居合わせた 168 人に絞られた。つまり、コロラド・スプリン

グスの人口の 1 ％にも満たない住民が、淋病の流行の 100 ％の発生源

だったのだ。

◇ 世界の人口の 5 ％に満たないアメリカ人が、コカインの50％を消費し

ている。

◇ 20％をはるかに下回る戦争で、死傷者の80％以上が生まれている。

◇ 録音された音楽の20％以下が、80％以上の時間、繰り返し演奏されて

いる。ロックであれ、クラッシックであれ、コンサートでは、膨大な

レパートリーのうちごく一部、耳に馴染んだ昔ながらの曲が繰り返し

演奏されるはずだ。

◇ 美術館の収蔵品の20％が、80％以上の期間、展示されている。

◇ 世界の人口の20％に満たない20％国が、世界のエネルギーの70％、金

属の75％、木材の85％を消費している。
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[ 経済・ビジネス・仕事に効いている80/20]

◇ インドネシアでは、1985年時点で、人口の 3 ％に満たない華僑が、富

の70％を所有していた。マレーシアでも、人口の 3 分の 1 に過ぎない

華僑が、富の95％を所有している。モーリシャスでは、人口の 5 ％に

過ぎないフランス系住民が、富の90％を所有している。

◇ 新興企業の富の80％以上は、20％の企業によって生み出されている。

総資産2000億ドルのマイクロソフトをはじめ、過去30年間に創業した

企業のうち、おそらく 1 ％が、時価総額の80％を生み出している。同

様に、資産 300 億ドルのビル・ゲイツを筆頭に、起業家の 1 ％が資産

の80％を生み出している。

◇ パレートの時代は、税率はきわめて低かった。二十世紀になって、世

界中の政府が、金持ちの税率を引き上げ、貧乏人に回すようになった。

それでもパレートの分布図は変わっていない。アメリカでは、上位

20％の資産家が、資産の84％を所有している。全世界で上位20％の

人々が、85％の資産を所有している。こうした数字は、衝撃的だ。お

金、そして、80対20の法則は、政府よりも強力なのだ。

◇ ベンチャー・キャピタリストの投資のうち 5 ％が、キャッシュの55％

を稼ぎ出している。10％では73％、15％では82％になる。

◇ 企業では、顧客の20％が利益の80％を生み出している。たとえばカナ

ダのトロントに本店があるロイヤル・バンク・オブ・カナダが最近、

顧客ひとりひとりの利益の貢献度を調査したところ、顧客の17％が、

利益の93％に寄与していた。

◇ 大型小売店では、店員の20％が利益の80％以上を稼ぎ出している。

◇ 利益の80％は、20％顧客によってもたらされる。その20％はどのよう

な顧客だろうか。こうした顧客だけを担当することはできないか。

◇ 富の80％は、20％の人達が稼ぎだしている。自分の周りに、そういう

人はいないか。どうすれば、そうなれるか。その人たちと一緒に、収

益部門を分離したり、新会社を設立したりできないか。

◇ ある市場の価値の80％は、問題の20％に集中し、したがってその改

革・改善によって生まれる。価値の80％は、変革の20％から生まれる。

変革すべき点は何か。誰が変革を主導しているのか。どのよう進めて
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いるか。それをマネし、コストを引き下げ、新たな段階に引き上げら

れるか。あるいは変革をさらに推し進めることができるか。

◇ どんな職でも、採用者が真剣に検討するのは、応募者の20％だ。その

人たちがその職の 100 ％を得ている。この魔法の20％に入るにはどう

すればいいか。自分がほんとうにやりたい仕事に就く前に、ほかの仕

事で経験を積む必要があるだろうか。

◇ 面白いことの80％は、20％の仕事に集中している。面白いことをやり

たいなら、この20％の仕事のうちのどれかに就くべきだ。

◇ 面白くてしかも給料がいい仕事の80％はごく少量種や組織に集中して

いる。努力は必要だが、面白そうでしかも給料もいい仕事は何か。ど

うしてもその仕事に就きたいか。それなら長期計画をたてよう。

◇ 成長の80％は、20％の会社ではたらなかければならない。そうした会

社は人材を求めていて、誰かがその機会を活かしている。

◇ 成長率の高い20％の会社やつねに昇進がある会社では、昇進の80％は

内部昇進だ。ファミリー企業の多くは内部昇進だ。

◇ 昇進の80％を決めるのは、20％の上司である。そして、その上司自身

も昇進していく。したがって、どんな仕事をするかよりも、誰の下で

はたらくかが重要だ。勢いのある上司の下につこう。上司が昇進した

のはいつだろう。思い出せないくらい昔なら、上司を変えた方がいい。

◇ 成果の80％は、活動の20％によって生み出される。仕事で成果を上げ

るのに必要な活動は何か。やるべきことがわかれば、それを徹底する。

やり方を工夫する。それ以外のことは一切忘れることだ。

◇ ある業界ある種で役に立つ経験の80％は上司やメンター、組織の20％

のもとでしか得られない。最小の努力で効率よく学べる場にいるだろ

うか。適切な上司やメンターの下で仕事をしているだろうか。

◇ 昇進の80％は、ごく少量の人の印象で決まる。自分が希望する仕事で、

その少数の人は誰か。どうすれば好印象を与えられるか。

◇ 上司や会社の「オーナー」として、優秀な人材を「起用」できないだ

ろうか。



【正統】の成功ロジック テキスト

Copyright (c) 2003-2012 support-pro & Mitsuhiro NISHIDA All rights reserved. 69

[ ⽣活実践に効いている80/20]

◇ 時間には二通りある。望んでいることの80％以上が達成できる、せい

ぜい20％の時間と、望んでいることの20％も達成できない、80％の時

間とだ。

◇ 幸福の80％は、20％の時間で経験する。

◇ 80％の時間は、幸福の20％にしか寄与しない。

◇ 成果の80％は、20％の時間に達成されている。

◇ そして、80％の時間は、成果の20％しか生み出さない。

◇ 自分の価値の80％は、言動の20％で判断されている。20％にあたる特

徴的な言動とは何だろうか。

◇ 成功の80％は、自分の技能や知識の20％から生み出される。ほかの人

よりもかなりすぐれていること、誇れることは何だろうか。

◇ 成果の80％は自分のおかれた状況の20％であげられる。自分が輝くの

は、決まった時間、決まった場所かもしれない。決まった相手と一緒

のときかもしれない。それはいつ、どこなのか。なぜなのか。

◇ 望みの80％を叶えるのは、自分がとった方法や行動の20％だ。どんな

行動をとったとき、労力を上回る成果が出たのだろうか。

◇ 自分の価値の80％は、自分がやっている仕事の20％から生み出される。

自分に合った場所にいるだろうか。自分に合った役割、業界、組織、

部門にいるだろうか。どこにいればもっと高い価値を生み出せるか。

自分にとって理想の仕事とは何か。それは仕事として存在しているか。

存在していないとすればその仕事をつくり出すにはどうすればいいか。

◇ 人間関係の満足感の80％は、ほぼ確実に、20％以下の人間関係によっ

てもたらされる。家族以外で、失ったら耐えられない人は誰だろうか。

ひとりずつ挙げてみよう。それが、あなたの親友だ。自分にとって大

切なことの80％をもたらしてくれる、20％の人なのだ。

何をする場合にも、並外れた、優れた⽅法がある。普通の努⼒の20％で
80％の成果があがる経路がある。これまでの四倍の結果が出るまで、いろ
いろな⽅法を試してみよう。
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80/20 は効く

どうだっただろう？ しっかり読んだのであれば 80/20 の法則は、これほ
どまでのあらゆる事象に影響を及ぼしている。このことを完全に頭にたた
き込んで欲しい。その⽅がビジネスで結果を出すには得策だ、というのが
私の提案だ。

80/20 なんて効くのかな？ ではなく、完全に効いていると前提した⽅が
いい。そうすれば、ビジネスにおけるあなたの「編集」の視点が変わる。

あなたはビジョナリーカンパニー２（第 2 章）・振り⼦（第 3 章）と編集
する（第 1 章）基準を⼿にし、レバレッジという参照軸で⾃分のビジネス
を⾒てきた。偉⼤を⽬指して今⽇は何をすればいいのか途⽅に暮れないだ
ろうか。

80/20 は、今すぐあなたがすべきことを教えてくれる。そして驚くほど
“ 凡庸から「偉⼤」へ ” や、⾃分の “ 振り⼦ ” と通底していることに気が
つくだろう。

さぁ、今⽇から毎⽇ 80/20 の視点で⾒てみて欲しい。すると、あなたがず
っと付き合いたくないと感じる不快な価値観や、決して最⾼になれる部分
ではない事業分野、やっている事業内容に気がつくことができる。

80/20 があなたのビジネスにこれほどに影響しているという理解だけは、
今すぐにでも済ませておくことを勧め次に進みたい。準備はいいだろう
か？

『楽して、儲けて、楽しむ 80808080 対 20202020 の法則』

遅くなってしまったが、なぜこの本を取り上げたのか、そしてこの本がな
ぜ私やあなたに役に⽴つのかをお話ししよう。正式名称は和名：『楽して
儲けて、楽しむ80対20の法則』というセンスのない題名だが、⾔っている
ことは実に核⼼をついている。

これも『ビジョナリーカンパニー 2 』同様、前書があり続編にあたる。ビ
ジョナリーカンパニー 2 もそうだったのだが、⼀冊⽬が「理論書として素
晴らしいが使えない」という評価だったため、使えるにはどうしたらいい
か？ と⾔う視点から書かれた続編である。

こちらの著書からもいくつかの演習を取り⼊れている、ぜひ⼿元に置いて
おくことをお勧めする。
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この本の最初に出てくる⾔葉を紹介しよう。

「80対20の法則を活用すれば、並はずれた努力をしないで、並は

ずれた成果を出せる。」

どこかで似たようなフレーズがあった。そう、「凡庸よりも偉⼤を⽬指し
た⽅が、仕事が少ない」。ここでも通底する。

あなたが偉⼤を⽬指すと決め、（不快な）振り⼦を⽌めてあなた⾃⾝の振
ってもいい⼈⽣の振り⼦を振ること。

これがまさに偉⼤を⽬指すことであり、それが最⾼になれる部分であり、
それを実⾏に移すのが 80/20 なのだ。
（意味がわからない場合は 2 章からこの章まで何度も読み返そう。）

この本で、著者はこう書き始める。

「この本は、行動について述べているが、行動は減らすものだ」

どうだろう？ ⾏動を減らして偉⼤な成果を⼿にできたら？ そしてそれ
が⾃分の⼈⽣ラインで、やってもやっても不快なことが起きない快の連続
だとしたら？ そんな⼈⽣をビジネスを通して⽣きられたらどうだろう？

それでは、その「⾏動」についてお話ししていこう。

2つの法則

まず、絶対に押さえておくべき 2 つの法則を紹介しよう。

・焦点の法則
ー 絞り込むほど豊かになれる。

・進歩の法則
ー 少ない努⼒で多くの成果を上げられる

では、これらを私たち⼩さな事業家の⾏うビジネスに活かす⽅法について
触れていこう。

こんな記述がある。
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時間には 2 つある

望んでいることの80％以上が達成できる、せいぜい20％の時間と

望んでいることの20％も達成できない、80％の時間とだ

と「 80/20 」が⾔っている。たしかに、これは実感しているのではないだ
ろうか？

あなたのビジネスは80％（の売上や利益）を⼿に⼊れる20％の時間で成り
⽴つようになっているだろうか？ もしかして労多くして功少なし（働い
ても働いてもあまり実りがない）時間が圧倒的に多くある？

あなたが扱っている商品の20％の商品が80％の利益を⽣み出しているのに
80％の⼿間のかかる商品で20％しか利益を⽣み出してない、

しかも得てしてそういう「商品・サービス」はクレームや問題の80％を⽣
んでいることが多い。なんてことになっていないか？

また、私たちのような⼩さな事業なのに20％しか利益を⽣まない社員・ス
タッフの⾯倒を⾒るためや教育のための時間を投じてあなたの精神的スト
レスの80％を⽣んでいないだろうか？

しかし、だ。

こういう⼀⾒正しい投げかけをされると、たしかにおっしゃる通りだとな
ることが多い（私もそうだったし、今も多分にそう⾔う部分がある）。

すると（少ないながらも）利益を⽣んでいる仕事や商品を捨てるわけにも
いかない、商品も減らすわけにはいかないし、スタッフをクビするわけに
いかないんだよ、と⾔う声が聞こえてきそうだ。

そういう「重いこと」はおいそれと⽌めたり、捨てたり、選択したり、集
中したりすることがなかなかできない。だからこそ、多くの経営者が悩ん
でいる。

偉⼤を⽬指すとしたら

あなたが偉⼤を⽬指すとしたら？ その「商品・サービス」は扱い続ける
のか？ そのスタッフとともに偉⼤を⽬指すのか？ その時間を過ごすこ
とがあなたの⼈⽣で最良の時間なのか？と問うたら、どうだろう？
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凡庸のちょっと良いくらいだったら、おそらくそのままの⽅が痛みは少な
いだろう。偉⼤を⽬指すかどうかはあなた次第だが、⽬指すのなら20％の
ことに集中するという視点ですべてを⾒直すことを強くお勧めする。

それでも仕事や「商品・サービス」やスタッフ等の選択と集中は事実上な
かなかできないのが実情だし、⼈情でもある。そこで【正統】のロジック
セミナーで実際にやっている演習に⼀緒に取り組んで欲しい。

☆ - 演習 - プロセス感情の観察

演習の状況設定

あなたのビジネスはかなり商品点数を扱っているため、それに伴う発送業
務や⼈⼿がいる。そこをなんとかしたい。つまり、商品点数も減らしたい
し、まつわる⼈⼿もなんとかしたい、しかしどうにもならず時間ばかり過
ぎている…こんな状況設定だ。

では「今⽇から偉⼤を⽬指すから、その商品を扱うのは⽌めましょう、ス
タッフさんにも辞めてもらいましょう」って⾔ったところで、実際にはで
きないのがよくある光景ではないだろうか？

そこに⻄⽥がどれほど理詰めで「そうした⽅が良い」と⾔っても現実は実
⾏できない、それが現実だ。だからこそ【正統】演習をしてみて欲しい。

これは、20％しか⽣まない80％を○○しよう、と考える演習だ。そして、
この思考に基づいて偉⼤への道の妨げになっていることをなんとかしたい
と思っている。

なんとかしたい、でもどうにもならない、どうしたらいいかわからない、
そんな状況を少しずつ、⼩さく打破するために【正統】セミナーで受講⽣
に実践してもらった⼿順を掲載する。

よく読みながら実際に⼿を動かして欲しい。演習の基本にあるのは「20％
しか○○を⽣まない80％を処分、除外、やめること」だ。ビジネスに直接
関係ないようだがすべてつながっている。

実際に効果のあった演習だ。ひとつひとつの演習の時には、今の⾃分のビ
ジネスのことは考えないで欲しい。⾝近で負荷の低いことから 80/20wayの
効能を体感してもらいたい。
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演習を通じて気づいて欲しい “ ⼈⽣に毒な 6 割 ”

これから、机の引き出しの中を整理するという演習をしてもらう。

⼀⾒ビジネスと関係ないので、こんな⾵に思うかも知れない。「なんだ、
整理してすっきりした場所で仕事をしろということか…」「断捨離ですっ
きりってことか」「仕事の環境整備か、それならいつもやっているよ」と。
もちろん、そんな「整理整頓」とか「すっきり」が⽬的ではないので、ど
うか私の⾔う通りにやってみて欲しい。

まず、引き出しの中⾝を整理すると、不要なものと必要なものが80対20に
なって…というのは、予想がつくところだと思う。しかし、 80/20 は、さ
らに 2 ： 6 ： 2 に分けられる。この内訳は、「とっておきたいもの」 2 割、
「どっちでもないもの 6 割」、「不要なもの」 2 割だ。不要の 2 割はおそ
らく直感も働きすぐに決められるはずだ。

さらにとっておきたいものもすぐに決まる。しかし、決まらないのがどっ
ちでもないものの 6 割だ。

この時、「引き出しの中を整理する」と決めたら、その中⾝と割合をしっ
かりと認識して頂きたい。

ここで気が付いて欲しい。⼈⽣に毒なのはこの 6 割だということに。

本来ならば、とっておきたいと判断した 2 割のもので、引き出しへの⽤は
8 割⾜せるはずだ。それなのに、出番の少ない 6 割のガラクタのせいで、
あなたの引き出しはいつまでもぐちゃぐちゃだ。

『ビジョナリーカンパニー 2 』の副題は「 Good は Great の敵である」だ。

引き出しの中の物の６割が引き出しの最⾼のパフォーマンスの敵、という
ことだ。毒にも薬にもならぬ、という表現があるが、偉⼤を⽬指すのであ
れば、６割は毒だ。

引き出しの演習に戻ろう。不要なものを捨てる時にはぽぽいとすぐにゴミ
箱に⼊れないで欲しい。机の上でも床でもいいので、こんもりと⼭にして、
しっかりと 2 ： 6 ： 2 を認識してもらいたい。

そして、そのとっておきたいもの以外の 8 割をしっかりと認識してからゴ
ミ箱に⼊れる。さらに拾い出せないように、ゴミ捨て場まで持って⾏って
しまう。
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では、ステップを確認しよう。

1. 整理する対象物を決める
2. 2 ： 6 ： 2 で分類して視覚化する（すぐ捨てないこと）
3. とっておきたいもの以外を、捨ててしまう
4. 再度拾い出せないように完全廃棄する

この時、必ず各プロセスに伴う感情を観察して欲しい。

観察する意味

それぞれのプロセスであなたは「どの⼿順の時に」「なぜ躊躇する」の
か？ 仕分ける時か、仕分けて⼿から床に置く瞬間か？ ゴミ箱にいれる
のを少し迷う瞬間か？ それはなぜか？ ゴミ捨て場に持っていく時か？

これは別に引き出しでなくてもかまわない。本棚・ CD ケース・名刺⼊
れ・⾐装・靴・下着・靴下・書類の⼭・⽣活のすべてが対象になる。

ただし、最初はハードルが低そうなものを選んで欲しい。ハードルが⾼い
と、捨てられないこともあり得る。そうすると、「捨てることを完了した
経験と同時に感じる感情」を観察することができないからだ。

ハードルは低く

もうひとつ肝⼼なのが「物理的に⼿で触れられるもの」を選ぶという点だ。
⼿で触ることで、ひとつひとつ順番にステップを踏んで捨てられるように
なる。

そして、１つできたら、もうひとつ次のハードルの何かをやってみる。こ
れを何回かやると⾝の回りがすっきりする。しかし、そんなことはただの
おまけだ。あなたはすでに計り知れない価値ある体験をしている。

あなたは、引き出しの中⾝の必要性を取捨選択して実際に捨てるという⾏
動を通じて、何かの物事を決断するプロセス中に⽣じる感情や⾏動パター
ンなどのプログラムを実体験した、ということである。

“ あなた ” という同じ⼈間は、状況設定した商品点数を整理する時もビジ
ネスの契約を整理する時も⼈員を整理する時も、事務所やスペースを整理
する時も実は同じパターンとプログラムで動いている。
あなたは、この「物理的な演習」でこうなったらこう感じて、そして、こ
れをやりきればこういう種類の快を得られる・感じられる、そのプロセス
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ではどんなことに躊躇するかということまで全部体験済みだ。

その感覚が分かったら、この演習の繰り返しだ。ビジネスでハードルの低
いモノでやってみる → 少しハードルを上げてやってみる → 本当に
解決したい「⼤きな」ビジネス上の課題も整理してみる。

このステップを踏むことで、あなたのビジネスは想像以上に整理されるは
ずだ。だからこそ、まずは⾝近で物理的にさわれるどうでもいいものから
取り組んでみて欲しい。

☆ - 演習 - 不快と快の⼊れ替え

それでは次の演習を紹介しよう。これは著書（ 80/20way）にも載っている
2 ステップだ。

ステップ１：やめたいことを⽌める

まず先ほどは物理的なものだったが今度は、⼿触りのないもので捨てたい
もの・排除したいことなどを対象にする。

例えば、アフターファイブの過ごし⽅を 1 ヶ⽉分リストアップしてみる。
2 ： 6 ： 2 になるはずなので、下位 2 割だけを⽌める・捨てるのだ。

その中には、もしかしたら今⼤きな売り上げを⽣んでいるが、お付き合い
したくない⼈間性の社⻑との会⾷が多いかもしれない。とすれば、今すぐ
には⽌められない、というのが現実だろう。

しかし、この「アフターファイブの過ごし⽅」も、先ほどの引き出しや
CD などと同じだ。抵抗の少ない、すぐに実践できるところから着⼿する。

最初に⼿を付けるのは、⾃分のネットサーフィンがいいかもしれない。ウ
インドショッピングかもしれない。コーヒータイムかもしれない。徐々に
この課題に向かっていく

2 ： 6 ： 2 に分けたら、下位 2 割から着⼿して上位 2 割だけを残す。そう
すると 8 割の時間が空く。
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ステップ２：やりたいことをやってみる

次はあなたがやったら快を感じることを10個あげて欲しい。それらは費⽤
が⾼いモノから安いモノまである。散歩は費⽤がかからないが⻑期の海外
旅⾏はそれなりにかかる。

10個の快のやりたいことを、費⽤がかからない順に並べてリストにしてお
く。そして、空いた 8 割の時間に、あなたがリストアップした「やりたく
て費⽤がかからないこと」をやってみる。

もしかしたら、今もすでにやっていることがあるかもしれない。例えば、
散歩は今も⽇課にしているかもしれない。

でも、それはなんとなく⼼地良いからやっている程度のはずなので、ここ
では、不要な 8 割を排除し、⽣んだ時間で意図して⾃分の⼼地よいことを
やっているんだ、としっかり認識して取り組む。

これは不快な⼈⽣ラインから快の⼈⽣ラインに移ったことを意味する。こ
の時、潜在意識にしっかりと「移ることを意識」して移るのと、なんとな
く移るのとでは、後での再現性がまったく違うのだ。

気がついているだろうか？これができたあなたは
⾃分の価値観に従って⾃分の⼈⽣を編集している、と。

できるものからやってみよう

さらに簡単な編集をいくつかあげておこう。すべてビジネスを編集するた
めのリスクの低い・無い「練習」だ。しかも練習しながら、結果的に私⽣
活や空間や持ち物や⾝の回りが⽚づいてしまう、という特典付きである。
やらない理由はない。

・電話に出る回数を減らしたらどうか？
・メールの返信数を減らしたらどうか？
・取っている・買っている雑誌・新聞を減らしたらどうか？
・出る会合 / セミナーをへらしたらどうか？
・携帯のメモリー（電話帳）を減らしたらどうか？
・⾷べる量・おやつ・間⾷を減らしたらどうか？
・参加しているソーシャルサービスを減らしたらどうか？

やればやるほど、上⼿になる。些細でハードルが低くて、あまりたいした
効果って想像できないよなぁと感じる物からやってみることをお勧めする。
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この章とレバレッジの関係

レバレッジにもきっと 80/20 が影響していると考えるのが⾃然だろう。
どんなレバレッジを使う・活⽤すると80％の効果を得られるだろうか？
レバレッジという道具・ツールにも「習熟」はある。

（⾊々なレバレッジを）下⼿な鉄砲、数打てば当たるかもしれない。しか
し、下⼿な鉄砲を撃ちまくれるほど資源が豊富ならいいが、⼩さな企業は
そうはいかない。集中した⽅がいい。何度も復習しよう。

レバレッジとは、⼈員の増やすのも⽣産を増強すること、配送を整備する
こと、広告すること、広報すること、出版すること。これらはみんなレバ
レッジだ。

あなたが実⾏できる、⼜はすれば効果効能があるであろう、レバレッジを
思いつく限りリストアップしよう。そして、仮説で構わないので、最も効
果が上がると思われるプラン（未経験ならなおさら仮説）を、絶対にやら
ない２割のレバレッジ、絶対やった⽅がいい２割のレバレッジに分けよう。

そして、毒の 6 割（レバレッジ）には絶対に⼿を出さないと戒めよう。も
ちろん、すべき２割をやり切って、もっと成果・成⻑を⽬指す時期が来た
ら全体のレバレッジ可能リストが拡⼤するので、最初の 6 割のリストにま
で「実⾏」の時期がくるかもしれない。

でもそれは、レバレッジの可能リストが拡⼤してからの話。つまり、そこ
まで 2 割のレバレッジをしゃぶり尽くしてからだ。

次の章で

ここまで３冊の「英知」に⼒を借りて、⾃分を分解し、編集し、再選択す
る⽅法を伝えてきた。これをしっかりと理解し、演習を重ねてきたあなた
のビジネスは、めでたく＠が向上している。負けていないところまで来た
としよう。

では、レバレッジをかけるベクトルである成⻑についての理解はどうだろ
う？ 次の章では「成⻑」について考える。



【正統】の成功ロジック テキスト

Copyright (c) 2003-2012 support-pro & Mitsuhiro NISHIDA All rights reserved. 79

第 ５ 章 ： 成 ⻑ と は

この章で扱う 2 つの重要なこと

・ 理解 「 成長 と はいっ たいなんなのか ？」

・ レバレ ッ ジは単純だが 、 レバ レ ッ ジの断行は簡単ではない こ と
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成⻑への理解

まず、「成⻑っていったいなんなんだ？」を定義しておこう。

私が【正統】の成功ロジックセミナーで経営者・事業家と話す時、たとえ
え相⼿が⼥性であっても、男性に対するようにお付き合いしている。⼈間
⾃体に成⻑欲求は備わっていると思うが、男性脳の⽅がより攻めのモード
が強く、経営者、特に【正統】は成⻑をテーマにしているので「男性性
（だんせいせい）」を相⼿に話している。それを「男の⼦モード」と呼ん
でいる。

男の⼦モードはなかなか抑えがたい、本能にも近いモノなので、「今」よ
りも良くなるのであれば、男の⼦モードの欲求を満たしやすい。その指標
として分かりやすいのが売上なので、よく「売上を○年で〜にしました、
なりました！」という起業家・実業家・経営書の成果ばかりが⽬に⾶び込
んでくる。

分かりやすい、満たしやすいから、売上というモノサシで「男の⼦モー
ド」の達成・⾃分の成⻑を実感する。世間からの「⾒え⽅」も良く、「成
⻑している」ことを褒めてもらえれば「男の⼦」は喜ぶ。

事業家の男の⼦モード

では、この「男の⼦モード」を満たすモノサシは他にはないのだろうか？
「男の⼦モード」さえ満たせればどんなモノサシでも「⼼の充実」はある
のではないだろうか？

これも「価値観の再選択（振り⼦のステップの応⽤）」だ。

では、やってみよう。
今までは、みんなが喜ぶ価値観で⾃分の男の⼦モードを満たしていたので
は？ と現在の価値観を疑ってみる。そして、他の価値観が無いのか？
と探し、再選択を留保する。

この【正統】テキストも、あなたからすれば外部の価値体系が新しい成⻑
のモノサシを提案していることになる。

成 ⻑ ＝ 差 異 × レ バ レ ッ ジ
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これまでの価値観 ⇒ 成⻑＝売上・⼈員増
【正統】が提案する価値観 ⇒ 成⻑＝差異×レバレッジ

「差異」とは、 P12 で出てきたプラス 1 ポイントのことだ。これがマイナ
スなら左辺の成⻑はマイナスになる。

レバレッジはテコのサイズなので× 100 なのか× 1000なのか× 5 なのか、
あなたが決めればいい。これを乗じたモノが成⻑だ。

ちょっと中学レベルの算数にお付き合い頂きたい。このテキストはレバレ
ッジの書だと⾔い続けてきた。４章までであなたにはレバレッジをかける
準備が整ったとしよう。

どのくらいのレバレッジをかけたらいいのか？ 式を移項してみる。

あなたがかけるべきレバレッジがどの程度なのかを判断するには、成⻑し
たい値を差異で割れば良い。

つまり、成⻑したい量が決まっていない、また、どれほど差異があるか分
かっていなければ、レバレッジはかけられないということになる。このこ
とを頭の隅に置いておいてもらいたい。

この章では、成⻑とは？ 差異とは？ を理解し、そして「はじめに」で
扱った「レバレッジ（ P12 ）」を再度読んでみて欲しい。「これを成⻑と
いう」事例を⾒て⼀緒に考えてみよう。

成 ⻑ ＝ 差 異 × レ バ レ ッ ジ

↓

レ バ レ ッ ジ ＝ 成 ⻑ //// 差 異
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☆ - 演習 - 株主としてのあなた

今、あなたは 100 万円をどこかに投資しよう、と考えている。不動産や
FX 、友⼈の会社など候補はあるが、結果、上場企業がいいだろうという
ことで、東証⼀部に投資することにした。

デイトレードではないので、買ったらある程度置いておくつもりだ。その
投資について⾊々考えたり、悩んだりするのは煩わしいので、最低でも１
年、概ね３年くらいは買ってからほったらかしにしておきたい。

とはいえ、投資するので損の覚悟はもちろんのこと「ある程度」のリター
ンは望む。⽇産でもいいし、⾷品会社でもいいし、どんな会社でもいいの
だが、仮にトヨタに投資した、としよう。
その東証⼀部企業に投資して３年後、あなたはどのくらいになって返って
きて欲しいと思うだろう？

【正統】の成功ロジックセミナーで何度も皆さんに聞くと、幅はあるもの
の「３割かな（ 30% ）」「 1.5 倍かな〜（ 50% ）」「倍（ 100% ）はきつ
いかな〜」という会話の幅には収まる。あなたはどんな数字を期待しただ
ろう。

では、もうひとつ質問がある。また 100 万円を友⼈が⽴ち上げた事業に投
資することにした。貸した⾦と思って、返ってこなくてもいい前提ではあ
る。とはいえ、できればこの位には…という気持ちもある。それはいくら
か？

少なくても東証⼀部への投資よりも⼤きな⾒返りを期待したのではないだ
ろうか？ それが、あなたの投資家としての欲求である。

さて、では、投資家のその欲求を満たすために、みなさんからお⾦を投資
してもらっている（たとえばトヨタ）企業はどのくらいの伸び＝成⻑をし
ないといけないだろうか？

複利とか細かいことは省いても、３年で 30%なら 10%。 50%求める株主に
は 17%、 100% を求める株主なら 33%！ もし安全ではないベンチャー企
業に投資したら（上場企業も安全ではないが）、この数字はもっと⼤きく
なるはずだ。

経営者としては「そんなに！」と思う数字でも、それは達成しないといけ
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ない。なぜか？ それは「あなたがそう、要求したから」である。

偉⼤な企業の成⻑率とは

ここで『ビジョナリーカンパニー２』の本から私が換算値で⼀覧にした成
⻑率に関する数字を⾒てもらいたい。運⽤期間は年、右端は10年で何倍に
なったか？ だ。

出典：ビジョナリーカンパニー２

こういう数字を⾒る時は、細かい数字ではなく、⼤づかみで⾒る。

成⻑率はどうだろうか？ GREAT になっていく企業はこういう成⻑率な
んだ、ということをまず⾒て欲しい。なぜ、こういう数字なのか？

再度、投資家として視点を戻してみて欲しい。今の低成⻑時代とは違う⾼
度成⻑のころ、あなたの 100 万円を郵便局に預けたら何％だったか憶えて
いるだろうか？ 7 ％だ、10年で倍と⾔われていた。

当時、国も企業も伸びていた。国債を買ってもけっこうな利回りになった。
そんな時代にリスクが⾼い上場企業に投資するとしたら、「もっと」と思
うのが投資家としての普通だ。

上述した企業は、その期待に「運⽤期間」中ずっと応え続けていたのだ。
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☆ - 演習 - 成⻑の俯瞰

以下のトヨタのレポートを⾒て感じることを１分間ほどで答える。
（2008年サブプライム以前の2007年のアニュアルレポート）

あなたはなにを答えただろう？ 「04年から05年の営業利益が落ち込んで
いる」とかそういう細かいことを⾒てしまっていないだろうか？

⾒るべきは15兆円の会社が５年で 8 兆円成⻑させた、という⼤づかみだ。
・・・さて、何を意味するか？

５年間で 1.5 倍にしている。

え？ たったの 1.5 倍？

と思うとしたらよほど経営センス無しだ。年商年収1500万円が５年で2300
万円になったとか１億５千万円が２億３千万円になったのではく、15兆円
が23兆円だ。

ギリシャとかデンマークほどの国（⼈⼝ 500 万⼈〜1000万⼈）の国内総⽣
産同等な「額」だ。それが、年に 10%伸びている。しかも失われた10年な
どと⾔われていた時代以降に、だ。

しかも利益は8000億円から 1 兆6000億円に倍増だ。これを⾒たら、狂って
いる！ と思う感覚の⽅が正しい。
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はたして、（トヨタやビジョナリーな企業が）なんとなく「男の⼦モー
ド」を求めているだけで兆円規模の会社の売上が 1.5 倍になったり、利益
が倍になったりするのだろうか？ しないだろう。15億円の会社が23億円
になっただけでおそらく⽇経ビジネスから取材を受けてしまう。

成⻑パラノイア

上記の数字が掲載されたアニュアルレポートPDFの経営陣の⾔葉をみる。

・将来成⻑のためには
・会社の持続的成⻑
・成⻑の原動⼒
・「⾜許固め」と将来の成⻑
・成⻑産業としての潜在⼒
・「成⻑を続けながら⾜許」
・⻑期安定的な成⻑を遂げ
・成⻑への要は「技術⾰新」
・引き続き⾼成⻑を持続
・市場成⻑を牽引
・持続的成⻑の条件
・成⻑市場の恩恵
・トヨタの成⻑

・将来に向けた成⻑の推進⼒
・安定的な成⻑を持続する
・地域経済と⼀体の成⻑
・将来の成⻑に向けた投資
・⾃動⾞産業は成⻑産業
・⻑期安定的な成⻑
・「成⻑性」「効率性」
・将来の成⻑に向けた投資を
・世界的な⾃動⾞市場の成⻑
・将来の成⻑領域を開拓
・質の向上なくして成⻑なし
・安定成⻑を持続
・社会との調和ある成⻑

レポートのオープニングの⼗数ページの会⻑・社⻑・副社⻑の３⼈の⾔葉
から拾った⾔葉だ。⾦太郎飴のように「成⻑偏執狂（パラノイア）」だ。

あきらかに意図がある。意図がなければこれだけの成⻑はできない。
出典：http://www.toyota.co.jp/jpn/investors/library/annual/pdf/2007/ar07_j.pdf

※ダウンロードページにリンクもあるので参照のこと。
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経営の価値観 景気の認識 成⻑へのこだわり

1990年代のバブル以後の低成⻑時代に、「不況だから成⻑できない」は理
由にならないというのは、⼩規模の事業家には合意を得られると思う。景
気と⾃社との成⻑に対する価値観を整理した。

【 景 気 】 【 成 ⻑ 】 【 こ だ わ り 】

第 1 の 価 値 観 良 く な る 無 意 識 な い 価 値 観 選 択 必 要 な し

第 2 の 価 値 観 不 景 気 願 望 存 続 ⽣ き 残 り 安 住 じ り 貧 合 理 的

第 3 の 価 値 観 不 景 気 コ ミ ッ ト 妥 協 し な い 利 益 と 成 ⻑ の 両 ⽴

第1章 ：編集で、⾃分の内側と外部とのつながりの２つの編集をすると伝
えた（外部＝景気をどう認識し、成⻑をどうとらえ、何にこだわるか？
という選択と意図をここでは指している）。

昔ながらの「景気さえ良くなればね〜」などと⾔っている⼈がこの正統テ
キストを読んでいるはずは無いと思うので、「第 1 の価値観」はあり得な
いと思う。

今も今後も不景気のままで、それが回復するとは思っていない。この認識
はおそらく共有できるはずだ。では、なにを選択するかというと、成⻑は
「願望」なのか「コミット」するのか？ の差だ。

もし、あなたが普段使う⾔葉に、「存続」「⽣き残りをかけて」、などと
いう⾔葉が出てくるようだと、それは第２の価値観を⾃然に選んでいると
いうことだ。

第３の価値観では、周りがどうであろうと、成⻑する、というコミットメ
ントがスタート地点だ。上述のトヨタのアニュアルレポートが物語ってい
る。そのためには「妥協しない」。

では何に妥協しないのか？ 「利益と成⻑の両⽴」だ。売上がガンガン上
がって利益率がじり貧になったり、このテキストで扱っている＠が降下し
ていかないように「こだわる」のが第３の価値観における成⻑だ。

この後の第６章であなたはこれからどうすればいいのか？ を扱うが、そ
の前に少しだけこの３つの価値観ごとの「どうすれば」を整理しておこう。

まず、どれも「価値観」のひとつなので、あなたが再選択すれば良いも悪
いも無いというのが⼤前提だ。第 1 の価値観でもどれでもいい。第 2 の価
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値観で⽌めて、第 3 の価値観には踏み出さずにコミットメントしないとい
うのもありだ。いやいや、やっぱり、「男の⼦モード」を満たしたい、と
いう思いを遂げるために第 3 の価値観でいくのもありだ。

ここでは、第３の価値観でいくにはどうするのか。どうであればいっても
いいのかだけ伝えよう。

※第３の価値観が⾼次の価値観であることは伝わっているだろうか？

【第 3 の価値観へ⾏くための前提条件】

⾜許が固まっていること

「⾜許」とは顧客満⾜が⾼く、安定した⿊字経営のこと。これができてい
ない場合は周回遅れなので、まずは顧客満⾜度の向上と⿊字の安定化を達
成することが先決で、達成したら第３の価値観を選択する権利が⽣まれる。

差異とはなにか？

成⻑というものは認識であることは分かってもらえたと思う。レバレッジ
もすでに伝えた。では、「差異」とは何なのだろうか？ よく聞く「差別
化」とは違うのだろうか？ どう使い分けるのだろうか？

また、どのレバレッジをどのくらいかけるのか決め⼿になる差異とはなん
なのだろう？ 差異という⾔葉を知っている⼈にとってはすでに当たり前
の認識だが、そうで無い⼈には⽇本語なのに今ひとつ分かりにくいと思う。

そんな⽅は、⻄⽥がどうこの「差異」と⾔う⾔葉と向き合ってきたか？
の話から、この「差異」のニュアンスをつかんで欲しい。

「差異化」と「差別化」

さ か の ぼ る と 私 が DMD と い う ⾔ 葉 を 知 っ た 時 の こ と だ 。

＝ 「 違 い を も た ら す 違 い 」 と ⾔ わ れ て い る そ の ⾔ 葉 を 知 っ た 時
に 英 語 の 表 現 は 、

Difference That Makes Difference

と な っ て い た 。 こ の ま ま 翻 訳 サ イ ト （ 辞 書 を 使 わ な い 横 着 で ） に
放 り 込 む と 「 効 果 が あ る 違 い 」 と 出 て く る 。 な ん の こ っ ち ゃ ？
Difference と は 「 違 い 」。 そ の 中 に 差 別 も 差 異 も あ り 、 差 別 は
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distinction 、、、 distinction を 調 べ る と → 区 別

？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

英 語 が わ か っ て い る ⼈ に は ま る で 徒 労 の よ う な 繰 り 返 し を し て い
た 。 こ の 辺 で モ ヤ モ ヤ と な り differnt ? で は な く ？
英 語 ⼒ が 貧 弱 な の で 逆 も 調 べ た く な る 。

⽇ → 英 翻 訳 サ イ ト で 「 差 別 」 を ⼊ れ る と Discrimination 差 違
（ 差 異 で は な く 、 辞 書 に 載 っ て い た ま ま ） を ⼊ れ る と Difference

こ の 頃 は も う お ⼿ 上 げ （ ⼀ ⽇ の で き ご と で は な く ⽇ が 経 ち な が
ら ） 英 英 辞 典 を 引 く と ど う や ら 、

Difference は リ ン ゴ と 梨 と い う 異 質 の モ ノ の 違 い
distinction は 同 質 の モ ノ の 中 で の 「 差 」

だ 、 と 出 て く る 。

な ぜ 、 DMD は Difference な ん だ ろ う ？

そ れ か ら ず い ぶ ん 時 間 が 経 ち 、 「 差 異 化 」 と 「 差 別 化 」 と ⾔ う ⾔
葉 に 対 し て 「 な ん だ こ れ ？」 と 思 っ た こ と が あ っ た 。

な ら ば ⽂ 脈 内 で 読 み 解 く し か な い な 〜 と な り 、 「 差 異 」 と 「 差
別 」 を ⾃ 分 の 中 で 定 義 す る よ う に な っ た 。 そ う す る と 、 ま っ た く
差 が 分 か ら な い 状 態 だ っ た も の が 、 定 義 し た 後 は 際 ⽴ っ て 違 っ て
⾒ え て き た 。

そ し て 、 「 差 異 」 と い う ⾔ 葉 を 書 い て い る ⼈ は 、 差 別 と は 明 確 に
分 け て 使 っ て い る 、 と 気 付 い た 。 な ぜ な ら そ の ⾔ 葉 は 、 経 営 書 で
は な く 哲 学 書 に 出 て き た か ら だ 。

（ リ ン ゴ と 梨 の 差 を ） 発 ⾒ す る プ ロ セ ス は 差 異 化 と い っ て も い い
か も し れ な い が 、 リ ン ゴ は 梨 化 で き な い の で 差 異 は 最 初 か ら そ こ
に あ る 「 性 質 」 と い う の が 正 し く 、 正 確 に は 差 別 化 は あ っ て も 差
異 化 は な い 。

だ か ら 、 差 を つ け よ う と す る こ と は 差 別 化 と な る 。 差 異 は 「 化 」
す る も の で は な く 、 そ こ に あ る 。 も し く は ⽣ み 出 す 。 差 異 は 無 い
と こ ろ か ら ⽣ み 出 す の だ 。

「【 正 統 】 の 成 功 ロ ジ ッ ク セ ミ ナ ー ML 」 よ り 抜 粋 編 集 。

インターネット時代の差異と差別

インターネットで買い物をする時に多くの⼈が取る⾏動が検索・⽐較・決
定のプロセスだが、そのプロセスで顧客が⾒ているものは「同質の中の
差」だ。リンゴが欲しいのだから、梨は検索しない。
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リンゴ同⼠を⽐較している時は、「商品・サービス」の中の「差別」化を
探している。もしこれが贈答⽤で、リンゴがいいかしら、梨がいいかし
ら？ と、「受け⼿」に感じてもらえる差を探しているのであれば、それ
はリンゴと梨の差異を考えていることになる。

どっちでもいいから、安くて喜ばれるのはどっちだ？ と⾔う時は、「贈
答品」の中で差別化をしていることになる。

この⽐較・検討のスピードを、圧倒的に速くしてしまったのがインターネ
ットだ。アナログ時代はこのスピードが遅かった。良く⾔えば、差別化の
輪に取り込まれるスピードが遅いので平和だった、とも⾔える。

現代はネット時代、差別化の戦国時代で⼤変だ、というのが⼤⽅の⾒⽅だ。
しかし、むしろ逆にとらえるべきである。この意味が分かるだろうか？
こう考えて欲しい。「何を差別化すると、誰が誰にキャッチアップされて
しまうのか」が即座に観察可能になったのだ、と。

つまり、あなたがしてはいけない差別化の様式を、いくらでも⼿に⼊れら
れる素晴らしい環境だと⾔える。もちろん、⾃分⾃⾝がその輪に⼊ってし
まっては⼤変だが ・・・。

ここでレバレッジの話をしよう。あなたが「リンゴと梨」の差を⾒つけて
レバレッジをかければ、それはプラスになる。差がなければレバレッジは
かからない。だから、あなたは、あなたのライバルや同業、同程度の事業、
企業との「リンゴと梨」としての差を発⾒する・⽣み出す必要があるのだ。

ではどうやって差異を⽣み出すのか？

答えはひとことで⾔える。

「徹底した差別化を連続し、他社がついて来れない差別化をやり切る」

漫然と差別化をし続ければあなたが⽐較購⼊している「あの企業」のよう
になる。企業と企業を競争させているのは消費者のあなたや私である。
しかし、あなたも他の誰かに競争させられる。

これを受け⾝の競争・受け⾝の差別化と呼ぼう。そうではなくて、差異を
⽣むという強い⽬的意識に基づいて、能動的に差別化を利⽤していくべき
なのだ。
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その時に差別化する領域を、あなたの最⾼になれる部分で実⾏する。この
最⾼になれる部分の話をした時、もうひとつ⼤事な理解があったが覚えて
いるだろうか？ それは、最⾼になれない部分はどこかの理解だ。

最⾼になれない部分で差別化を仕掛ければ、最⾼になれる部分をもった相
⼿に勝てない可能性が⾼く、せっかくの差別化が徒労に終わる。

消耗しながら差別化のために企業努⼒して⾼めた製品⼒や価格競争⼒は、
全部、「企業と企業を競争させて１円でも得したい消費者（私やあなた
だ）」に利益を奪われてしまう。

あなたが最⾼になれる部分で、より快を感じる仕事内容において
「徹底した差別化を連続し、他社がついて来れない差別化をやり切る」

これが「差異を⽣み出す差別化の活⽤法」だ。

では、今、やっていることは本当に差異を⽣んでいるのか？ いかに測り、
確認するのか？ 何をもって「確かにこれは差異だ」と⾔えるのだろう
か？

あなたは「我が社だけの独⾃の『商品・サービス』だ」「この開発に10年
かけた」「絶対によそにない」これが差異だと思うし、そう思いたい。し
かし、ネット時代の消費者はあっという間にあなたの思う「差」を消去し
にかかる。

その圧⼒を超えて、「差異を⽣んだ」とハッキリと分かる根拠が無い限り、
「本当は」怖くてレバレッジなどかけられないはずだ。しかし、それがわ
からないと、この怖さに気づかずに、早晩、差別化の渦に飲まれてしまう。

その根拠・モノサシこそが＠だ。

あなたの⼀⼈あたり付加価値利益はいくらだろうか？

◆1000万以下なら、ぼろ負け、惨敗、⽬も当てられない。
◆1000〜1500万だったとしたら、あなたは競争市場で今後も疲弊し続けて
現状維持か、ぼろ負けに転落する恐れがある。
◆1500万〜なら勝ちの芽が出てきたと⾒る。
◆数年にわたって2500万を越えてこそ、勝っているといえる。

この数字の向上を事業活動・判断の指針として、決算毎に測定することで、
あなたの差異が強まったのか弱まったのか？ が⾒える。
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フロック・⼀過性ではないビジネスを⽬指す

起業して数年うまくいった、10年間うまくいった、今後もうまくいく蓋然
性は低くはないかもしれない。これを読んでいるあなたが、私と同じ40歳
代だとすると、事業家現役としてまだ20年以上ある。

過去こうだったから、今後もこうなるからこうするという、経営に⼤事な
「経営の勘」に加えて、未来を作る⼒があればよりどうなるか分からない
不安や、今、⼗分に思い通りでない不満を吹き⾶ばせる。

その吹き⾶ばす⼒を⽣むのが、「成⻑」への理解だ。「男の⼦モード」
「成⻑率」「成⻑パラノイア」「経営の価値観」「差異と差別化」を理解
し、⼤きくするだけがモノサシではないことを理解し、新しいモノサシで
あなたの事業に当たることを強くお勧めする。

上場企業は成⻑しなければならないので、しないで良いという選択権を持
っていないが、あなたは成⻑しなくても良いという選択権をもっている。
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この章とレバレッジの関係

あなたが今、レバレッジをかけているのなら、それはどこへ向かうための
ものなのか？ どんな⽬的意識からなのか？ ⾃分の実⼒をどう評価して
いるからなのか？

レバレッジとは⾮常に意識性の⾼いものということに気付け、そして、ど
うするのか？ の指針が明らかになっただろうか？

レバレッジには「資格」がいるということがわかっただろうか？

あなたはレバレッジを使ってもいい有資格者だろうか？

次の章で

ここまでの各章で取り組むべきパーツは分かった。では実際に何をどうす
ればいいのか？ どう⼿を動かしていけばいいのか？ 何から取り組んで
いったらいいのか？

いよいよ「で、どうすればいいんですか？」に答えていきたいと思う。

成 ⻑ ＝ 差 異 × レ バ レ ッ ジ

↓

レ バ レ ッ ジ ＝ 成 ⻑ //// 差 異
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第 6章 ： ど う す る の か ？

「何をしてはいけないのか」と「何をしなければいけないのか」

どうするのか？ の問いには２つの回答（解答ではなく）がある。
「何をしてはいけないのか」と「何をしなければいけないのか」だ。

その２つの回答に対した具体策を、
各章ごとに「たったひとつだけ」提案していこう。
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第 1 章：編集

「何をしてはいけないのか」

ニュース・新聞・雑誌などすべてのメディアに触れた時にいちい
ち感情的に反応してはいけない。喜怒哀楽の感情が動くと、その
ストーリーがあなたの価値観に滑り込んでくるからだ。もし可能
ならば、映画・アニメ・⼩説などの娯楽も対象にして欲しい（こ
れはなかなか難しいが）。

「何をしなければいけないのか」

⾃分が伝えたこと、表現したことではなく、その裏側に潜む「何
を⾔っていないのか」を常に考え、その発信をすることで、本当
は⾃分が「どうしたかったのか」を推測して、物事を⾒る・読
む・聞く・考える。

第 2 章：ビジョナリーカンパニー

「何をしてはいけないのか」

現状を直視せずに「いつか〜なる」という根拠のない楽観視をし
ない。今⽇も偉⼤でもなく、明⽇も偉⼤でもないという事実を直
視せずして、思えば叶うなどない。

「何をしなければいけないのか」

最⾼になれる部分は何なのかの理解と、最⾼になれない部分をい
かに⽌めていくか、切り捨てていくかを常に考え実⾏すること。

第 3 章：リアリティ・トランサーフィン

「何をしてはいけないのか」

感情をコントロールしようとしない。コントロールすることがで
きるのは⼆次感情。禅ではこれを「⼆念をつがない」と表現する。

「何をしなければいけないのか」

不快な⼈⽣から快の⼈⽣ラインへ移転する⽅法を実践して、⼈⽣
ラインが移転する体験をすること。
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第 4 章：80/20way

「何をしてはいけないのか」

⼈⽣に毒な 6 割の放置。⾃分にとっていいモノやこと、悪いモノ
やことは気がつきやすく対処しやすいので、すでに対処してきて
いる。このどちらでもないことが⼈⽣の時間を含むすべての資産
を無駄⾷いしているので、
これを放置してはいけない。

「何をしなければいけないのか」

何⼗年もかけて作ってきた⾃分の⼈⽣パターンを、突然変化させ
ることはそう簡単ではないし、ある⽇突然⼈⽣が勝⼿に激変する
こともない。まずは⼩さな⼀歩に取り組むこと。まずは⽬の前の
物理的なものでの「たいしたことのないワーク」に必ず取り組む。

第 5 章：成⻑とは

「何をしてはいけないのか」

「成⻑」への無理解のまま今以上のレバレッジを進⾏させてはい
けない。このテキストを読んで意図してやった分には、少なくと
も死ぬ時に悔いはないだろう。

「何をしなければいけないのか」

⾃社は勝っているのか？ 負けているのか？ （太っているのか、
痩せているのか）を、あなたにとって適切な基準（⼀般的に肥満
なのかアスリートなのか）を直視すること。
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第 7章 ： ⼤ 事 な こ と を 確 認 す る

＊あなたという⽅法
＊無料で使える道具の案内
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あなたという⽅法

あなたの中には、あなた以外の「⽅法」がたくさん⼊り込んでいる。当た
り前のようにそこに存在しているため、普通なら⾒分けるのも、整理する
のも極めて難しい。

私たちの関⼼はその「私⾃⾝の⽅法」に関⼼があるのだけれども。
このテキストでは、「私（あなたのこと）」から「私以外の⽅法」を除外
していくことによって、そこから漏れる部分に本当の「あなたという⽅
法」を抽出するという⼿法をとってきた。

はじめの⾔葉で触れたが、これは哲学を作るという壮⼤な話だ。⾃分の哲
学を作るのだから、この【正統】テキストのままに進み続けることは、結
局あなた以外の⽅法となってしまう。

とはいえ、あなた⾃⾝が確信をもって、あなたの哲学作りの⽅法を⼿にす
るまで、この【正統】テキストは伴⾛者の役割を果たせると思う。あなた
の⻑い旅の⾛り始めに伴⾛して、あなたのペースが乱れてしまわないよう
に⼀定の成果を⼿にするため、腐⼼してこのテキストを書き上げた。

あなた⾃⾝の⽅法を探して⾊々と⼿を出す前に、このテキストで取り上げ
た６章×２つずつのテーマに沿って取り組んでみて欲しい。この⼩さな⼩
さな前進が、振り返ってみた時に⼤きな変化となっていることを、私は確
信している。

その６章×２のテーマを確認して終わりとしたい。

無料で使えるモノの案内

このテキストで参照軸としてきた「レバレッジ」「成⻑」「差異」これら
を確認して、もっと精練するための「道具」をＨＰ上・メルマガ上で常に
案内している。

◆重要な２つの道具（を表す今後も使い続ける単語。）

・ダイヤモンドマトリックス（動画）
・ KAZEOKEKAZEOKEKAZEOKEKAZEOKE （動画およびPDFPDFPDFPDF）

特定のページはリニューアル等でリンクミスとなるので、上記のキーワー
ドで検索して閲覧してみて欲しい。
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まとめ：全 6章× 2つの重要なこと

第 1 章：編集

＊あなた⾃⾝の内なる価値観、培ってきた⼈⽣観
＊「外との関係」における価値観

第 2 章：ビジョナリーカンパニー

＊凡庸よりも偉⼤を⽬指す
＊最⾼になれる部分を理解する

第 3 章：リアリティ・トランサーフィン

＊⼈⽣ラインが移転可能だ、という理解
＊あなたが振ってもいい⼈⽣のこだわり（価値観）

第 4 章：80/20way80/20way80/20way80/20way

＊あまねくすべてものごとが 80/20 になっているという理解
＊体験することで感情とセットで 80/20 が上⼿になっていく

第 5 章：成⻑とは

＊理解「成⻑とはいったいなんなのか？」
＊レバレッジは単純だが、レバレッジの断⾏は簡単ではないこと

第 6 章：どうするのか？

＊「何をしてはいけないのか」
＊「何をしなければいけないのか」
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事業としての絶対の興味

『ザ・プロフィット』（エイドリアン・スライウォッキー著／ダイヤモン
ド社）に、こんな⾔葉がある。

ザ・プロフィットにはたくさんの利益を出す学びがある。成⻑やレバッレ
ジ、差異についてもたくさんの学びがある。しかし、学びとして23の利益
モデルを分析する前に、以下の会話の奥⾏きを肚に落とすことが先だ。

○〜まぁ、そういうことだ

●本当ですか、成功の道をみすみす⾃分から断ち切るなんて

●秘密のソースの完璧なレシピを授けているのにその絶好の機会を利⽤し
ないなんて。

●奇妙な話ですね。医者を訪ねておきながら忠告を無視するなんて。

○不思議と⾔えば不思議だ。

○しかし、⼈がわざわざ失敗を選ぶのには⾊々理由がある。
・これまでにない努⼒をしなければならない

○突き詰めるとシンプルな答えに⾏き着く。ビジネスの成功に不可⽋な
・利益に対する純粋で絶対的な興味

○これを持っている⼈がほとんどいないつまりはそういうことなんだ、と。

P20 より抜粋

私は常に⾃戒している。あなたはどうだろうか？ このテキストのような
これまでにない努⼒をしようと思うのと同じくらい、利益に対する純粋で
絶対的な興味はあるだろうか？
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お わ り に
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あ る 一人の女性が忙 し さ に押 し つぶ さ れそ う にな り 、

人生に不満を感 じ たので 、 ア ド バ イ ス を求めて導師の と こ ろへ行っ た 。

彼は彼女の話を聞いて こ う いっ た 。

「 答えは明 ら かだ 。 悪い物を捨て 、 良い物を残 し な さ い 。」

その女性は 、 人生の中で何が う ま く い き 、 何が う ま く いっ ていないか考え

てみた 。

そ し て自分に喜びを も た ら さ ない も のを手放 し 、 自分を元気づけて く れ る

も のだけ を残 し た 。

彼女の人生は よ り 良 く な り 、 心は安 ら ぎ を見いだ し た 。

一年後 、 彼女はま た 、 重荷を感 じ 始めて混乱 し た 。

そ こ で ま た 、 導師の も と に滞在 し てその苦境を話 し た 。

「 答え を言お う 。」 師は答えた 。

「 良い も のを手放 し 、 素晴 ら し い も のだけ を残 し な さ い 。」

その女性は自分の作 り 上げた世界に戻 る と 、 再び人生を作 り 直 し 、 今度は

単に良いだけの も のを手放 し た 。

そ し てその と き か ら 、 喜びだけに生 き 、 自分に力を与えて く れ る 活動のみ

に従事す る こ と に決めたのだ 。

さ ら に一年が過ぎ 、 彼女はま た行 き 詰ま り を感 じ た 。

そ こ で 、 再度師の も と へ飛んでい き 、 自分の悩みを報告 し た 。

「 こ う し な さ い 」 と 師は答えた 。

「 家に帰 り 、 こ れをす ぐ に実行す る のだ 。 素晴 ら し い こ と を手放 し 、 壮大

な も のだけ を残 し な さ い 。」

このテキストがあなたの「壮⼤」まで何周もの編集の旅を共にできること
と、いつかこのテキストが不要になることを願って

⻄⽥ 光弘
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附 録

本⽂にいれたかったが、⼊れれば屋上屋となってしまう演習を採録した。詳しい解
説は省くが、題⽬を⾒て活⽤できそうなものを使ってもらえれば幸甚だ。

第 1 章：編集からは「こだわり」

第 2 章：ビジョナリーカンパニー２からは「事業の再定義」

第 3 章：リアリティ・トランサーフィンからは「快の買い物」

第 4 章： 80/20wayからは「 80/20wayの商品戦略」

第 5 章：成⻑からは「差別化」

第 6 章：どうするのか？からは「できる 売れる 勝てる」
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☆ - 演習 - 第１章：編集 「こだわり」

以下の設問に、ノーヒント・フリーで書いてみよう。あなたのそのこだわりは、い
つから、誰から影響を受けたもの？ 何がきっかけ？ と問うてみよう。

事業上のポリシー・こだわりとその理由。

⾃分らしさとは？

⾃分のビジネスらしさとは？
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☆ - 演習 - 第２章：ビジョナリーカンパニー２「事業の再定義」

今までのその考え⽅・⽅法・やり⽅は、本当にそのままでいいのか？ 縦
軸に対して横軸の質問を投げかけて 180 反転した発想をしてみよう。その
結果をどうするかは、後から考えればいい。今のやり⽅が最⾼になれるも
のか？ を問う。

○コレまでの考え⽅と⽅法 ○これまでの⽅法を疑って考え、
１８０度反転した発想をするとすると

・事業哲学

・対象顧客

・仕⼊れ

・販売価格
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☆ - 演習 - 第３章：リアリティ・トランサーフィン「快を感じる買い物」

たとえば、春物のコートが欲しいとしよう。あなたにはイメージがある。
ただし、確固たる「こういうコート」とか「このブランドのこの品番」ま
では決まっていない。

買い物に出かけてみよう。コートを⾒る。「これだ」と直感が⼤騒ぎする
まで買ってはいけない。「良さそうなもの」「⾼い・安い」「流⾏ってい
る・いない」「みんなが着ている着ていない 」・・・ そういう理由で買お
うとしたり、買うのを⽌めたりしてはいけない。

あなたにとって欲しい「これ」でないことは、あなたには直感的に分かる。
妥協してはいけない。「快」を感じるまで買わない。もしも今⽇、無けれ
ば買わない。

ぜひやってみて欲しい。

服でも靴でも、ノートでも髪飾りでも⽂具でもなんでもいい。

買い物で快を確認してみるのだ。
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☆ - 演習 - 第４章： 80/20way ：「 80/20way の商品戦略」

●顧客の絞り 成城⽯井とダイエー / イトーヨーカードー等 コンビニ

●情報の質・量は充実しているか 疑ってかかる。

� 商品・サービスの開発哲学は〜顧客に対しての価値作り
� 顧客は？〜その設定は本当に正しいのだろうか？
� 商品を構成する仕⼊れ原価は？
〜どうすれば価値を上げられるか？＝こだわり

� 価格は？〜価格は提供者が決める 価値を売る努⼒
� どこで売っているか？〜ディスカウンター？⾼級店？

●⾃分が商品・サービスを愛しているか？⾃分の事業の価値？
ベンツ「最善か無か？」

万⼈を対象とする企業の商圏は限りなく狭く
顧客を決めた企業の商圏は限りなく広くなる

事業とはコレまでになかった価値を独⾃に⽣み
出し、その価値を認めてもらう活動
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●先駆者になる

絶対にマネをしない〜まねぶとマネは違う
⇒ どうすればではなくWhy？ 〜なぜ⾃分がそうすべきなのか

時代の流れを変えるリーダーになる
⇒ イノベーションを起こす 〜お客さんは市場の先駆者を好む

時代の新しい価値〜半歩先
⇒ お客さんが気付いていない価値を半歩先で提供する
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●成果の⼤きな２０に絞っているか
〜 専⾨化・専⾨化・専⾨化・専⾨化〜事業の再定義

顧客の強み ⼗⼈⼀⾊ ⇒ ⼗⼈⼗⾊ ⇒ 今は・・・
⇒ タマゴの⻩⾝ ・サイボウズ

資源の強み ＝ 強み / ＤＮＡ / 情熱 ⇒ シートより ・野⽥鶴声社

売り⽅の強み - 商品性能との連動・関連性

ドメインの強み - ・アスクル 個⼈・法⼈

価格の強み - ・エルメス

シーンの強み - クラシアン ダスキン

＋ 強みの再定義
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●固有名詞でビジネスをしているか

お客さんからみた、⾃社・⾃分の商品・サービスを選ぶ理由は？

⾃社・⾃分の商品・サービス名は？

同業の商品・サービス名は？

⾃社・⾃分の商品・サービス名は固有名詞になっているか？
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●オンリーワン思考〜そのためには？

世界観〜⾃分のルールを作ってしまう

顧客をきっちりと決める・棲み分ける〜価格帯「〜の⼈にだけ」は何か？

熱烈〜代替が効かない価値 １００⼈×＠１ よりも１０⼈×＠１０
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●主⼒商品をひたすら磨いているか？〜商品戦略のＡＢＣ

⾃社・⾃分を代表する商品・サービスの⾼度化

軸を守る〜主⼒商品を魅⼒的に⾒せるものなら可
リーバイス 501 カゴメのトマト・・
〜 ⾃分は何を社会に貢献するために存在しているのか？
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●ヒットより重要な定番商品・ロングセラー化 《 ５つの条件 》

時代に左右されない普遍性はあるか？

上品かつ正統なイメージがあるか？

⾼品質でリーズナブルな価格か？
安いうまいではなく、うまくて（価値に対して）安い

供給量をコントロールしているか？

圧倒的な⽀持層がいるか？
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●ヒットより重要な定番商品・ロングセラー化 《 ５つの⽅法 》

●相対評価より絶対評価。
品質・⾏程に⾃信が持てるよう追求し続ける。
まじめで丹誠・丹精
→ 差異性から⽣まれる優位性を絶対評価でつくる 相対と絶対

●割引・セールスを⾏わない（時間軸に伴って下がる割引）

●⾃分が飽きないこと〜商いは飽きない

●絶えず新たな価値を付加する

●お客さんとの関係を短期で⾒ない〜⻑く付き合う前提
⇒お客さんは誰か？
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●本物と呼ばれるために〜声を聞きすぎない

× できるだけ多くの⼈に共通するニーズを探す

●本物になる〜偉⼤への道。「〜どうすればできる」同時にWhy？も。

その道のプロが使っている

世の中でその商品・サービスを認めさせたリーダー

その分野を掘り下げ追求したリーダー

時代のリーダーに選ばれる

「選択基準」にうるさく、判断基準となる情報量も多く、世の中に影響⼒の
あるたった⼀⼈に、「素晴らしい」と喜ばれることを⽬標に取り組む
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☆ - 演習 - 第５章：成⻑「差別化」

・ビジネスにおいて、他社との差別化を考えたことがあるはず。

・では「差別化」について知っている事例を挙げてみよう。

・例）ヨトバシカメラとビックカメラで差別化を考えてみる。
それらに、あなたにとっての「違い」はあるか？

・例）どう差別化するか？ くるくる寿司の⽫、差別化？ 同質化？

・例）ドトールとスタバ、ツタヤとゲオは差別化？ 同質化？
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☆ - 演習 - 第６章：どうするのか？ できる 売れる 勝てる

付加価値 ２０００万円までの戦略 〜 その後の戦略

関係性のビジネス・⾃分の才能に依存する ＝ ⼀⼈ビジネス型経営

1. できる → 売る → ファン化する → 結果的に勝てる
2. ⽭盾が圧倒的に少ない ＝ 勝てる、をやらなくていい

優れているか？売れるかどうか ＝ ⻭医者モデル ＝ パイプ

1. 外から⾒えない
2. 誰に、何を選んで良いか分からない
3. 本当に優れていなくても良い
優れていて売れない：優れていなくても売れる

レバレッジを効かせるには？

１． 付加価値２０００万円を達成する
⾜許を固める ＝ 顧客がファン化する → ＤＢマーケティング

売れる

できる

勝てる

誰に何を
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